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田
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追
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年
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年
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承
和
２
年
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開
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・
開
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大
正
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年
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２
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４
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隅
田
川
沿
い
に
は
、
「
橋
場
」
と
い
う
地
籍

に
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
古
く
か
ら
渡
し
の
他

に
も
、
橋
が
架
け
ら
れ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

橋
は
気
易
く
生
椚
・
文
化
を
繋
い
で
く
れ
る

大
切
な
建
造
物
で
あ
る
が
、
同
時
に
子
供
の
頃
、

橋
の
欄
下
に
つ
か
ま
り
な
が
ら
、
ボ
ン
ボ
ン
船

を
、
心
躍
ら
せ
て
見
た
風
景
も
決
し
て
消
え
な

３

０

１
Ｖ

江
戸
（
東
京
）
で
大
き
な
川
と
い
え
ば
隅
田

川
し
か
な
く
、
だ
か
ら
人
々
は
親
し
み
を
込
め

て
大
川
と
だ
け
呼
ん
で
き
た
。
ま
た
、
大
川
に

架
る
橋
も
ま
た
、
ど
れ
も
人
橋
で
あ
っ
た
。
大

川
に
大
橋
を
架
け
、
維
持
す
る
の
は
箙
大
抵
で

は
な
か
っ
た
。

震
災
後
の
復
興
計
画
の
橋
も
、
・
橋
々
々
、
し、〃

を
こ
め
、
丹
念
に
造
ら
れ
た
こ
と
は
、
今
で
も

渡
る
た
び
ご
と
に
伝
わ
っ
て
く
る
↑
~
》

も
う
一
度
隅
田
川
の
橋
を
、
新
し
い
も
の
も

含
め
て
見
直
し
て
み
た
い
。

は

じ

め

に

！

里
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’ ’隅田川に架けられた橋一覧
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隅田川に架かる橋(下流から上流に向かって）

種別 位

道路区分道路区分

置

壱､=|厚､雲
完成年

(予定)~
形 式 管理者

所在地

勝関橋 主要地方道 中 央 区 鋼鈑桁、鋼アーチ桁 昭和15年22．0 東京都246.0

佃大橋 一般都道 鋼箱桁 昭和39年576．3 25．2〃 〃

中央大橋 主要地方道 鋼斜張橋 〃施行中 (平成5年）25．02150〃

(平成7年）相生橋 一般都道 中央区～江東区 鋼トラス桁 〃架蓄中149~ 1 31 ．0

k代橋永代橋 主要地方道 鋼アーチ桁 大正15年184.7 1 22.0〃 〃

隅田川大橋 一般都道 鋼箱桁 昭和54年391~7 29．5〃 〃

鋼吊橋清洲橋 昭和3年1862 22．0ﾉﾉ 〃 〃

新大橋 主要地方道 鋼斜張橋 昭和51年170．0 24．0ﾉ／ ﾉ／

調
一
咽

高速隅田川大橋 中央区～墨田区 鋼箱桁 首都公同首都高速道路 昭和45年257.7 27．5

)両国橋 昭和7年一般国道 ゲルバー式鋼鈑桁 建設省164~5 24．0〃

鋼アーチ桁、
コンクリートアーチ桁,蔵前橋 台東区～墨田灰主要地方道 東京都 昭和2年1734 220

厩橋 鋼アーチ桁

鋼アーチ桁

昭和4年一般都道 218151．4〃 〃

,駒形橋 昭和2年146．3 220〃 〃 〃

吾妻橋 鋼アーチ桁 昭和6年150．3 20．0〃 〃 〃

言問橋 一般国道 ゲルバー式鋼鈑桁
李
冒

凡
又

二
一
口

窪

昭和3年236．8 22．0〃

1桜橋 道 鋼箱桁 台東区 昭和60年区 169．5 12．0〃

白鬚橋 主要地方道 鋼アーチ、鋼トラス桁 東京都 昭和6年168．8 22．1〃

)水神大橋 鋼ローゼ桁 昭和63年荒川区～墨田区 157．0 17．0〃 〃

千住大橋 昭和47年一般国道 荒jl l区～犀寸匡 鋼箱桁、鋼鈑桁 建設省502．5 189

鋼アーチ桁 昭和2年91．7 24．2〃 ﾉ／ 〃 /／

尾竹橋 主要地方道 東京都鋼ローゼ桁 平成4年130~3 15~0〃

尾久橋 一般都道 鋼箱桁 昭和43年431 ．0 240 〃〃

一
口、１ 小台橋鋼二一ルセンローゼ桁 平成4年1182 15．0〃 〃 ﾉ／

橋島
壷
一
三 主要地方道 北区～足立区 ケルバー式鋼鈑桁 昭和35年100~0 15．0 〃

新田橋 道 鋼鈑桁 北 区 昭和36年区 114．0 9．0〃

ケルバー式鋼鈑桁、
鋼箱桁、鋼鈑桁

新神谷橋 主要地方道 昭和41年東京都4631 18．0〃

BridgesovertheSumidagawaRiver(Fromthelowerreachestotheupperreaches)

L鎚職）
Yeal･of

conlpletion
Wi(Ith(m)Nameofbridge RoadClass Stl･llctlll･e Adnlinistration

TheTokyoMetl･opoli
tanGovel･nnlent

246.0 22．0 1940Kachidoki baShi pl･incipalPref, l･oad Steelplategirder steelaI･chedgirdel

~T~T 576.3 1964ukuda-ohashi 25．2metl･opolitanl･oad Steelboxgil･del 〃

Unde'･construC

tionl993 I’215．0 25．0Chuo.ohashi pl･incil)alPref.road steelcablestayedbl･idge今

〃

’

じndel･constru(
tioll l995’ I149.1 310Aioi.bashi nletl･opolitanraad steel tl･ussedgirdel 〃

184.7 22(） 1926Eitai-bashi I)I･incipalPref. l･oad steelal･chedgil･del 〃

391．7 29~5 1979Sumidagawa.ohaShi met1･0politanl･oad steelboxgil･(lel 〃

186．2 22．0 1928Kivosu baShi steelsuspensionbridge 〃〃

170.0 24.(） 1976Shin.ohashi

Kosoku

Sumidagawa.ohashi

pI･incipalPl･ef~・ road steelcablestayedbridge 〃

TheMet1･0politanEx
pl･esswa)･Col･p.

nletl.opolitan
eXpl・eSSWay

257.7 27．5 1970steelboxgil･del

TheMillistl･)・ofCon
strllc(ion

164.5Ryogoku-bashi 24．0 1932nationalroad cantilevel･steelplategil･del

steel al･chedgil･del･, concl･eteal℃he(I
Rirdel･

TheTokyoMet1･0p0li
tanGovei",e,,t

1927
~

173.4 22．0Kul･anlae.baShi pl･incipalPl･ef､ 1･oa(1

151.4 1929

1927

1931

1928

1985

218Unlava bashi metropolitanl･oad steelal･chedgil･del 〃

146．3KoInagata.bashi 22.(） steel ill･chedgil･del〃 〃

150.3 2()~0AZuma－baShi steelal･chedgil･de1〃 〃

'l,heA伽馴‘~"｡!c"|Stl･llction

TaitoWal｡。

'1，heMinist1･voICon

Stl･llction

I､aitoWal･(1

236.8 22~0Kototoi.bashi cantilevel･steel l)lategir(lelnatlonal l･Ca〔’

169.5Sakul･a-bashi 12.0wal･dl･oad steelboxgil･(lel

steelal･chedgirdel･.steel tl･lIsse(1
gil･del･

TheTokyoMetl･oPOli
tm Goi,ei･nn,e,,t

168.8 1931

1988

1972

22． 1Shirahige.bashi
－

Suijin.ohashi
-

Senju､ohashi

pl･inCil)alPref!･oad

157.0 17.0 Steel lohSeal･chedgil･del 〃〃

TheMinist1.1・
亨

ofCoI1Stl･lldion
steel boxgil･del･steel l)lategil･(lel5()2．5national 1･0a(1 18．9

91．7 192724．2 steelal･chedgil･(I(JI 〃〃 〃

~~Otake-bashi 'rlle'1,Okj･oMetropoli
tanGovel･lllllent

130.3 steel loilseal･ched2il･del 199215 0principalPl･ef. 1･0a(1

131.0Ogll.bashi 24．0 steelboxgil･del 1968
-

1992

nletl･opolitanl･oa(I 〃

1 182 150 SteelNielsGIILohseal･chedgil･de1Odai.baShi 〃 〃

I()0.() l960

1961

1966

roshima.baShi pl･incil)alPI･efl･oa(1 15~(） cantilevel･steelplategil･(lel~~
〃

114.0Shinden.bashi wa1･(I I･03(I 9．0 sleel l)lalegirdel KimW訓｡。

TheTokyoMetrol)oli
taIIGovei･n,,,enl

cantilevel･ steel l)1KIte gil･(1er. s(eel
boXgirder､Steei l)lategirdGI･

463.1ShinkamiVa.bashi p1･incipalPl･ef. 1･oa(1 18.()

'蝋叶〔郷の胸蝋ﾙ(梛鯉‘没I'jj< ;l ･ﾄ成1 . 1(1

鼬



ー

~
~
~

１

１

１

－‐

隅
田
川
は
、
か
つ
て
は
江
戸
時
代
の
は
じ
め
に
、
現
在
の

せ

き

や

ど

千
葉
県
関
宿
町
で
下
総
台
地
を
掘
り
切
っ
て
、
銚
子
へ
瀬
替

よ

し

か

わ

を
さ
れ
た
利
根
川
の
最
下
流
で
あ
っ
た
。
ま
た
埼
玉
県
吉
川

町
で
荒
川
を
合
流
し
、
い
ま
の
綾
瀬
川
筋
を
流
れ
、
隅
田

（
州
田
）
で
入
間
川
を
更
に
呑
み
込
み
、
は
じ
め
て
隅
田
川
と

呼
ば
れ
海
へ
注
い
で
い
た
。
現
在
の
墨
田
区
墨
田
（
隅
田
）
を

流
れ
る
の
で
、
隅
田
川
と
呼
ば
れ
た
も
の
で
あ
る
。

承
和
２
年
（
唖
の
大
政
官
符
に
、
「
下
総
国
と
武
蔵
国
の

す

だ

堺
に
住
田
河
が
あ
り
、
そ
の
住
田
の
渡
し
の
通
行
が
増
し
た

の
で
、
今
ま
で
二
艘
の
渡
舟
を
四
艘
に
す
る
。
」
と
み
え
て

い
る
。
住
田
の
渡
し
（
隅
田
の
渡
し
）
は
、
現
在
の
白
鬚
橋
の

か

み

て

上
手
の
石
浜
神
社
（
真
崎
稲
荷
）
と
水
神
社
（
隅
田
川
神
社
）
を

結
ぶ
あ
た
り
に
あ
り
、
古
代
か
ら
近
世
ま
で
永
々
と
受
け
継

が
れ
て
き
た
。
「
伊
勢
物
語
」
在
原
業
平
の
東
下
り
の
「
名

に
し
お
は
ぱ
い
ざ
こ
と
間
は
む
都
鳥
わ
が
恩
ふ
人
は
あ
り
や

隅

田

川
｜

I

無
し
や
と
」
の
一
節
も
し
か
り
で
あ
り
、
ま
た
、
頼
朝
旗
挙

げ
の
折
、
隅
田
宿
に
集
合
し
船
橋
（
浮
橋
）
を
架
け
て
隅
田
川

を
渡
り
、
伝
説
的
で
は
あ
る
が
橋
場
の
名
を
残
し
て
も
い
る
。

さ
ら
に
梅
若
塚
伝
説
か
ら
の
謡
曲
「
隅
田
川
」
も
、
よ
く
知

ら
れ
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。

瀬
替
さ
れ
た
利
根
川
に
替
り
、
荒
川
が
本
流
と
な
る
が
、

／

、

４

Ｊ

荒
川
も
寛
永
６
年
（
剛
）
年
、
熊
谷
市
の
久
下
で
入
間
川
に

瀬
替
さ
せ
ら
れ
、
隅
田
川
は
入
間
川
筋
を
流
れ
る
荒
川
が
本

流
と
な
っ
た
。
旧
利
根
川
は
古
利
根
川
、
旧
荒
川
は
、
元
荒

川
と
し
て
そ
の
名
残
り
を
と
ど
め
て
い
る
。
更
に
明
治
偲
年

の
荒
川
、
隅
田
川
の
大
洪
水
に
よ
っ
て
、
器
渕
か
ら
荒
川
放

水
路
が
開
削
さ
れ
、
ほ
と
ん
ど
放
水
路
が
本
流
と
な
っ
て
い

た
。
そ
し
て
、
昭
和
“
年
正
式
に
放
水
路
が
荒
川
と
な
り
、

岩
渕
水
門
下
流
の
荒
川
と
、
さ
ら
に
下
流
の
通
称
で
あ
っ
た

隅
田
川
が
、
改
め
て
「
隅
田
川
」
と
河
川
法
で
認
定
さ
れ
た
。

■■■■■■■■■■■11 －
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月
島
は
明
治
記
年
、
佃
島
・
石
川
島
に
続
く
地
と
し
て
築
島
以
来
、

工
業
を
主
と
し
て
急
速
に
発
展
し
て
来
た
が
、
京
橋
方
面
と
の
交
通
手

段
と
い
え
ば
渡
船
し
か
な
く
、
主
と
し
て
深
川
方
向
か
ら
の
明
治
調
年

開
通
し
た
相
生
橋
に
よ
っ
て
い
た
。
渡
し
は
佃
の
渡
し
、
月
島
の
渡
し
、

勝
閏
の
渡
し
が
あ
り
、
と
り
わ
け
勝
関
の
渡
し
は
、
明
治
調
（
棚
）
、
日

露
戦
争
の
旅
順
陥
落
の
祝
賀
会
に
際
し
て
、
京
橋
区
の
有
志
が
築
地
と

月
島
を
結
ぶ
渡
船
場
と
し
て
開
設
し
、
東
京
市
に
寄
付
し
た
も
の
で
あ

る
。
戦
勝
に
ち
な
み
「
か
ち
ど
き
」
の
渡
し
と
名
づ
け
た
も
の
で
あ
っ

た
。
し
か
し
、
京
橋
区
か
ら
の
連
絡
が
渡
船
ば
か
り
で
は
不
便
で
あ
り
、

架
橋
が
計
画
さ
れ
、
東
京
港
修
築
工
事
の
一
環
と
し
て
、
昭
和
８
年
５

月
着
工
し
、
川
口
で
も
あ
り
大
型
船
の
出
入
り
も
あ
る
の
で
、
槁
下
を

３
千
ト
ン
級
の
船
で
も
航
行
可
能
な
左
右
へ
の
跳
橋
で
あ
る
可
動
橋
と

し
て
架
設
す
る
こ
と
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
竣
工
は
旧
年
６
月
で
あ

る
。
ち
な
み
に
、
橋
の
西
詰
南
側
橋
台
地
に
、
「
か
ち
と
き
の
わ
た
し
」

の
石
標
と
、
「
勝
関
橋
記
念
碑
」
が
建
立
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
記

念
碑
の
銘
文
を
採
録
し
て
お
く
。
「
明
治
説
~
８
年
の
戦
役
に
於
て
、

皇
軍
大
捷
す
。
京
橋
区
民
は
之
が
戦
勝
を
記
念
し
、
此
虚
に
渡
船
場
を

設
け
、
勝
関
の
渡
と
名
付
け
東
京
市
に
寄
付
す
。
昭
和
８
年
６
月
東
京

市
は
新
に
双
葉
可
能
橋
の
架
設
に
着
手
し
、
偶
日
支
事
変
勃
発
せ
る
も
、

今
年
６
月
功
を
竣
ふ
。
即
ち
橋
に
名
付
く
子
に
亦
、
勝
関
を
以
て
し
、

長
く
皇
軍
戦
勝
の
記
念
と
な
す
。
昭
和
旧
年
胞
月
、
東
京
市
長
大
久
保

留
次
郎
撰
井
書
」
と
あ
る
。

昭
和
旧
年
６
月
Ｍ
日
、
午
前
刑
時
半
、
３
代
の
夫
婦
が
渡
り
初
め
を

し
ゞ
終
っ
た
の
を
見
届
け
て
跳
開
ボ
タ
ン
が
押
さ
れ
、
中
央
可
動
部
が

「
八
」
字
に
せ
り
上
っ
た
。
当
座
は
１
日
に
５
回
開
い
て
船
を
通
し
て

い
た
が
、
戦
後
は
１
日
３
回
午
前
９
時
．
正
午
・
午
後
３
時
と
な
っ
た
。

ま
た
、
昭
和
塑
年
胞
月
謁
日
に
は
、
都
電
が
橋
を
渡
っ
て
月
島
に
通
じ

た
。
東
京
港
も
整
備
さ
れ
、
大
型
船
の
通
行
も
少
な
く
な
り
、
逆
に
橋

上
の
交
通
量
が
増
大
し
て
い
っ
た
。
昭
和
妬
年
刊
月
調
日
、
２
年
ぶ
り

の
開
橋
を
最
後
に
、
昭
和
弱
年
４
月
１
日
開
橋
廃
止
と
な
っ
た
。

か

ち

ど

き

ば

し

勝

関

橋

~~~~ ~~~~~
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佃
大
橋
架
橋
前
は
、
こ
こ
に
佃
島
の
渡
船
場
が
あ
っ
た
。
こ
の

渡
し
は
、
正
保
２
年
（
肺
）
に
は
じ
ま
る
と
伝
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は

摂
津
佃
村
の
漁
師
達
が
、
こ
の
島
に
住
み
つ
い
て
か
ら
余
り
遠
く

な
い
時
で
あ
っ
て
、
隅
田
河
口
の
一
孤
島
で
あ
っ
た
こ
と
を
思
え

ば
、
渡
し
船
以
外
に
依
る
べ
き
も
の
が
な
か
っ
た
こ
と
は
当
然
で

あ
る
。
も
ち
ろ
ん
渡
し
船
と
い
っ
て
も
、
は
じ
め
は
漁
船
を
利
用

し
た
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
後
い
つ
頃
か
ら
か
専
門
の
渡
し
船
が
通

る
よ
う
に
な
り
、
そ
れ
も
明
治
に
入
る
と
既
に
民
間
経
営
の
渡
し

船
が
で
き
て
い
た
。
ま
た
、
佃
島
を
と
り
こ
む
月
島
の
埋
立
て
も

お
こ
な
わ
れ
、
明
治
弱
年
の
相
生
橋
の
架
橋
に
よ
っ
て
、
深
川
方

面
と
は
陸
続
き
と
は
な
っ
た
。
一
方
佃
の
渡
し
は
、
大
正
旧
年
東

京
市
の
経
営
と
な
り
、
手
漕
ぎ
の
無
料
の
渡
し
と
な
り
、
昭
和
２

年
汽
船
曳
船
に
よ
っ
て
、
朝
６
時
か
ら
夜
旧
時
ま
で
、
運
行
さ
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
の
時
、
両
岸
に
オ
ベ
リ
ス
ク
型
の
「
佃
島

渡
船
」
の
碑
も
建
て
ら
れ
た
。
そ
れ
に
は
、
「
佃
島
渡
船
八
正
保

二
年
ノ
頃
島
民
交
互
手
灌
渡
船
二
其
端
ヲ
発
シ
幾
多
ノ
変
遷
ヲ

経
テ
大
正
十
五
年
三
月
十
日
東
京
市
ノ
経
営
二
移
昭
和
二
年
三

月
末
日
諸
施
設
ノ
完
成
卜
共
二
曳
船
渡
船
ヲ
開
始
セ
リ
東
京

市
」
と
み
え
る
。
昭
和
昭
年
か
ら
は
京
橋
区
営
と
な
り
、
昭
和
調

年
８
月
幻
日
、
築
地
明
石
町
と
佃
島
を
結
ぶ
佃
大
橋
（
佃
新
橋
の

案
も
あ
っ
た
）
の
完
成
に
よ
っ
て
、
長
い
間
親
し
ま
れ
て
き
た
こ

の
渡
し
も
、
永
久
に
そ
の
姿
を
消
し
た
。

新
し
い
橋
は
戦
後
隅
田
川
に
架
け
ら
れ
た
一
番
最
初
の
橋
で

あ
っ
た
。
西
ド
イ
ツ
で
開
発
さ
れ
た
鋼
床
板
を
採
用
し
た
連
続
箱

桁
橋
で
、
以
後
こ
の
種
の
型
式
と
し
て
は
、
先
駆
と
な
っ
た
も
の

で
あ
る
。
ま
た
石
張
り
の
橋
脚
に
か
わ
っ
て
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
む

き
出
し
の
橋
脚
と
な
り
、
高
さ
も
高
く
高
速
道
路
を
思
わ
せ
る
も

の
で
あ
る
。
架
設
に
は
、
当
時
と
し
て
は
例
の
な
い
大
ブ
ロ
ッ
ク

｜
括
架
設
工
法
を
と
り
、
長
い
橋
桁
を
橋
脚
に
乗
せ
て
つ
な
ぐ
も

の
で
あ
っ
た
。
橋
の
長
さ
は
、
的
、
、
幅
は
蝉
、
（
以
後
「
東
京

都
の
橋
」
東
京
都
建
設
局
）
で
あ
る
が
、
両
岸
部
と
も
に
道
路
を

跨
ぎ
、
さ
ら
に
近
年
東
側
は
道
路
橋
が
延
長
さ
れ
て
、
晴
海
橋
の

と
こ
ろ
ま
で
通
じ
て
い
る
。

佃

大

橋

つ

く

だ
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鍛
冶
橋
通
り
と
清
澄
通
り
を
結
ぶ

補
助
第
狐
号
線
の
隅
田
川
に
架
る
橋

梁
と
し
て
、
中
央
区
新
川
２
丁
目
と

リ
バ
ー
シ
テ
イ
田
の
佃
２
丁
目
地
内

に
隅
田
川
に
架
る
一
番
新
し
い
橋
と

し
て
架
設
さ
れ
て
い
る
。
構
造
は
二

径
間
連
続
鋼
斜
張
橋
で
、
桁
は
２

ボ
ッ
ク
ス
の
鋼
床
板
箱
桁
と
な
っ
て

い
る
。
一
本
か
ら
な
る
シ
ン
ボ
ル
タ

ワ
ー
は
脈
ｍ
の
高
さ
で
、
断
面
は
美

観
を
配
盧
し
た
台
形
で
、
兜
を
模
し

た
Ｘ
字
型
状
を
な
し
て
い
る
。
ケ
ー

ブ
ル
は
８
段
、
全
体
で
詑
本
で
構
成

さ
れ
、
新
川
側
か
ら
み
て
、
橋
の
平

面
は
「
く
」
の
字
に
力
ｌ
ブ
し
て
い

る
。
長
さ
は
叩
、
、
幅
は
妬
ｍ
で
、

２

歩
道
が
ゆ
っ
た
り
と
つ
く
ら
れ
、
主

塔
近
く
に
バ
ル
コ
ニ
ー
が
施
さ
れ
て

い
る
。
完
成
は
平
成
５
年
３
月
で

あ
っ
た
が
少
し
遅
れ
て
い
る
。
橋
名

は
、
す
で
に
佃
大
橋
も
あ
り
、
架
設

の
位
置
か
ら
か
、
中
央
区
同
志
を
結

ん
で
大
川
（
隅
田
川
）
に
架
る
か
ら
か
、

中
央
大
橋
と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

ち

ゅ

う

お

う

お

お

は

し

中

央

大

橋
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~あ
い

明
治
記
年
（
畦
築
造
さ
れ
た
月
島
は
、
工
業
を
中
心
に
急
速
に

発
展
す
る
が
、
築
地
、
深
川
か
ら
の
島
へ
の
架
橋
が
な
く
、
佃
島

の
渡
し
、
月
島
の
渡
し
（
明
治
弱
年
）
や
そ
れ
ぞ
れ
の
会
社
等
の
渡

舟
に
た
よ
っ
て
い
た
。
と
り
わ
け
深
川
方
面
か
ら
の
連
絡
は
川
幅

も
短
い
た
め
、
早
く
か
ら
架
橋
の
要
望
も
強
か
っ
た
。
そ
こ
で
東

京
市
は
明
治
詑
年
３
月
に
、
旧
万
螂
円
の
経
費
を
も
っ
て
架
橋
開

通
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
橋
は
中
之
島
を
挟
ん
で
長
短
二
橋
に
分

れ
、
月
島
側
の
長
橋
は
長
さ
引
間
而
米
）
、
深
川
側
の
短
信
は
長

さ
調
間
師
米
）
、
幅
は
と
も
に
４
間
（
疋
米
）
の
木
橋
で
あ
っ
た
。

長
短
二
橋
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
「
相
生
の
松
」
な
ど

の
祝
言
葉
と
も
な
っ
て
い
る
「
相
生
」
を
名
称
と
し
た
。
全
体
で
相

生
橋
で
あ
る
が
、
個
別
で
は
相
生
大
橋
、
相
生
小
橋
と
も
呼
ば
れ
た
。

そ
の
後
市
電
を
通
す
目
的
か
ら
幅
Ⅷ
メ
ー
ト
ル
の
橋
に
改
修
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
、
大
正
８
年
８
月
に
橋
は
竣
工
し
、
市
電
は
吃

年
７
月
に
な
っ
て
月
島
ま
で
開
通
し
た
。
し
か
し
、
９
月
１
日
の
大

震
災
で
、
木
橋
の
た
め
上
流
か
ら
流
れ
て
き
た
燃
焼
中
の
船
が

ひ
っ
か
か
り
延
焼
し
て
し
ま
っ
た
。

焼
失
後
３
年
２
ヶ
月
の
間
、
佃
島
・
月
島
は
再
び
連
繋
す
る
橋

を
も
た
な
い
島
と
な
り
、
渡
し
船
に
頼
っ
て
い
た
。
大
正
旧
年
８

月
起
工
し
、
大
正
幅
年
刊
月
距
日
、
震
災
復
興
事
業
最
初
の
架
橋

と
し
て
、
鉄
鋼
ゲ
ル
バ
ー
桁
の
橋
が
架
設
さ
れ
た
。
永
代
橋
か
ら

の
眺
望
と
隅
田
川
派
川
の
た
め
、
大
型
船
の
通
行
の
な
い
こ
と
か

ら
、
桁
橋
を
採
用
し
、
塩
害
で
橋
が
傷
ん
で
も
簡
単
に
修
理
や
架

け
替
え
の
出
来
る
よ
う
、
大
橋
が
７
径
間
、
小
橋
が
５
径
間
の
鋼

桁
の
橋
脚
を
多
く
し
た
も
の
と
し
て
設
計
さ
れ
た
。
し
か
し
、
月

島
・
湾
岸
地
域
開
発
に
よ
り
交
通
量
も
増
大
し
、
老
朽
化
も
目
立

ち
、
現
在
三
径
間
鋼
ト
ラ
ス
桁
橋
に
、
平
成
７
年
（
唖
を
目
途
に

架
け
替
え
工
事
中
で
あ
る
。
そ
し
て
昭
和
弱
年
小
橋
間
が
埋
立
て

ら
れ
中
之
島
は
江
東
区
の
陸
続
き
と
な
っ
た
。

ま
た
中
之
島
の
公
園
地
に
、
昭
和
６
年
震
災
復
興
事
業
と
し
て

隅
田
川
の
橋
の
多
く
を
建
設
し
た
太
田
円
三
を
記
念
す
る
レ
リ
ー

フ
像
が
建
立
さ
れ
た
が
、
昭
和
卯
年
神
田
橋
北
詰
公
園
地
に
移
設

さ
れ
て
い
る
。

相

生

橋

÷1
可つ

い

ば
し

~~~ ~~
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P＝ 【一

-W

耀 『
徳
川
実
紀
』
元
禄
刑
年
厩
）
３
月
弱
日
の
条
に
、
「
け
ふ
関
東
郡
代
伊
奈
半
左
衛

門
忠
順
に
、
深
川
大
渡
に
架
橋
の
事
仰
付
ら
る
」
と
み
え
る
。
そ
し
て
、
同
年
７
月
調

日
の
条
に
は
、
「
関
東
郡
代
伊
奈
半
左
衛
門
忠
順
、
深
川
永
代
橋
新
架
の
事
つ
と
め
し

に
よ
り
、
金
・
時
服
~
羽
織
を
給
ふ
」
と
あ
る
。
こ
の
橋
は
こ
こ
に
あ
っ
た
「
深
川
大

渡
」
と
い
う
渡
し
に
替
え
、
元
禄
川
年
３
月
か
ら
７
月
の
間
に
、
幕
命
に
よ
っ
て
創
設

さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
「
御
府
内
備
考
」
に
は
、
「
佐
賀
町
の
辺
、
昔
永
代
島
と
唱
へ
し

故
、
永
代
橋
と
名
づ
け
ら
れ
し
と
い
ふ
。
」
と
い
い
、
「
江
戸
雀
」
に
も
、
永
代
島
・
八

幡
宮
の
条
で
、
「
万
治
三
年
の
亘
頃
、
御
室
の
宮
日
光
御
社
参
の
序
、
下
向
の
道
に
此

島
に
詣
ふ
で
給
ひ
、
：
：
：
永
代
の
さ
か
え
ひ
さ
し
き
此
島
の
め
ぐ
み
た
へ
せ
ぬ
神

か
き
の
う
ち
：
・
~
」
と
記
さ
れ
、
「
深
川
大
わ
た
し
」
の
挿
絵
も
の
せ
て
い
る
。

享
保
４
年
（
”
）
大
破
し
た
こ
と
か
ら
、
幕
議
で
は
廃
橋
と
決
定
し
た
が
、
こ
れ
を
伝

え
聞
い
た
深
川
お
よ
び
西
詰
付
近
の
町
人
達
が
強
く
存
続
を
望
み
請
願
に
よ
っ
て
、
民

間
維
持
の
橋
と
な
っ
た
。
し
か
し
そ
の
後
の
橋
の
維
持
管
理
も
難
し
く
、
享
保
刑
年
５

月
か
ら
、
武
士
を
除
く
通
行
人
か
ら
橋
銭
の
徴
収
を
お
こ
な
っ
た
。

文
化
４
年
（
Ⅲ
）
８
月
旧
日
、
深
川
八
幡
宮
祭
礼
の
折
、
橋
上
が
雑
踏
し
欄
干
東
側
一

部
が
崩
壊
し
、
千
五
百
人
余
の
死
傷
者
を
だ
し
た
。
こ
の
惨
事
に
よ
り
、
永
代
橋
は
吾

妻
橋
・
新
大
橋
と
と
も
に
本
普
請
と
な
り
、
橋
銭
の
徴
収
も
な
く
な
り
、
文
化
６
年
に

は
、
菱
垣
廻
船
問
屋
の
請
負
に
よ
る
公
用
橋
と
な
っ
た
。
永
代
橋
は
江
戸
時
代
に
は
隅

田
川
最
川
口
の
橋
で
あ
り
、
眺
望
・
納
涼
の
名
所
と
し
て
賑
い
、
ま
た
諸
国
廻
船
発
着

の
地
と
し
て
知
ら
れ
、
島
送
り
の
流
人
船
も
こ
こ
か
ら
出
帆
し
た
。

木
橋
最
後
の
橋
は
明
治
７
年
に
架
け
ら
れ
、
訓
年
に
は
下
流
約
剛
メ
ー
ト
ル
の
現
在

地
に
位
置
を
か
え
一
つ
一
つ
山
型
の
三
径
間
ト
ラ
ス
連
続
の
鉄
橋
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

関
東
大
震
災
で
大
破
し
、
復
興
最
後
の
工
事
と
し
て
、
現
在
の
橋
に
架
替
え
ら
れ
た
。

当
時
隅
田
川
の
最
川
口
の
橋
と
な
る
の
で
、
「
帝
都
の
門
」
と
し
て
、
力
強
い
雄
大

さ
を
目
指
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、
地
盤
が
や
わ
ら
か
く
、
ア
メ
リ
カ
か
ら

ニ
ュ
ー
マ
チ
ッ
ク
・
ケ
ー
ソ
ン
（
圧
搾
空
気
潜
國
）
工
法
を
導
入
し
、
太
田
円
三
等
の
努

力
に
よ
っ
て
架
設
さ
れ
た
。
長
さ
繩
、
、
幅
塑
、
。
三
径
間
の
う
ち
、
伽
ｍ
の
中
央
径

間
の
ス
チ
ー
ル
~
ア
ー
チ
を
両
側
の
径
間
に
延
長
し
、
そ
の
先
端
と
両
岸
の
間
に
鋼
桁

を
架
し
た
。
バ
ラ
ン
ス
ド
・
ア
ー
チ
橋
と
な
っ
て
い
る
。
橋
台
~
橋
脚
は
ケ
ー
ソ
ン
エ

法
を
使
用
し
、
河
底
下
劉
ｍ
の
岩
盤
に
達
し
て
い
る
。
大
正
旧
年
肥
月
１
日
着
工
し
、

隔
年
尼
月
即
日
開
通
式
。

永

代
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い
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一

’
湾
岸
か
ら
箱
崎
へ
通
じ
る
高
速

道
路
９
号
線
の
隅
田
川
上
だ
け
を

一
一
層
構
造
に
し
て
、
上
部
が
高
速

道
路
、
下
部
が
一
般
道
路
橋
と

な
っ
て
い
る
。
橋
自
体
の
美
し
さ

等
は
何
を
ど
う
と
い
え
る
こ
と
も

な
い
ほ
ど
の
論
外
で
あ
る
が
、
た

だ
屋
根
付
の
交
通
の
便
利
さ
に
感

謝
す
る
橋
と
い
え
よ
う
か
。
門
前

仲
町
か
ら
い
っ
き
に
箱
崎
水
天
宮

に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
橋
上
か
ら

の
永
代
橋
の
眺
め
は
す
ば
ら
し
い
。

昭
和
弘
年
に
完
成
。
長
さ
叩
、
、

３

幅
郷
ｍ
で
あ
る
。
橋
名
は
そ
の
も

の
づ
ば
り
の
感
じ
が
す
る
。

’

東
詰
入
口

平
成
５
年
２
月

平
成
５
年
２
月

/7
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’ 清
洲
橋
は
、
関
東
大
震
災
後
の
復
興
事
業

で
新
し
く
作
ら
れ
た
橋
で
、
大
正
脚
年
３
月

旧
日
起
工
し
、
昭
和
３
年
３
月
巧
日
開
通
し

た
も
の
で
あ
る
。
江
戸
時
代
は
こ
の
あ
た
り

み

つ

麦

た

は
三
股
（
三
派
）
と
い
わ
れ
月
の
名
所
で
も

あ
っ
た
。
深
川
の
清
澄
町
と
日
本
橋
の
中
州

町
と
を
結
ぶ
の
で
、
清
洲
橋
と
命
名
さ
れ
た
。

ド
イ
ツ
の
ラ
イ
ン
河
に
架
る
ケ
ル
ン
の
吊

橋
を
モ
デ
ル
に
し
た
が
、
ケ
ル
ン
の
吊
橋
は

第
２
次
大
戦
で
破
壊
さ
れ
、
現
在
は
鋼
箱
桁

橋
と
な
っ
て
い
る
の
で
、
逆
に
清
洲
橋
に
そ

の
よ
す
が
を
忍
ぶ
し
か
な
い
。

長
さ
岬
、
、
幅
翠
ｍ
の
自
定
式
吊
鋼
橋
、

即
ち
鋼
鉄
板
の
吊
橋
で
あ
る
。
こ
の
形
式
を

採
っ
た
の
は
、
地
盤
が
軟
弱
な
た
め
で
、
二

つ
の
橋
脚
や
橋
台
の
構
造
に
は
、
永
代
橋
で

試
み
た
ケ
ー
ソ
ン
エ
法
（
圧
搾
空
気
潜
函
）
を

用
い
て
い
る
。
全
体
を
通
じ
て
連
続
し
た
補

鋼
桁
を
設
け
、
垂
直
の
ケ
ー
ブ
ル
の
両
端
を

補
鋼
桁
に
結
合
し
て
あ
る
。
こ
の
形
式
の
橋

は
世
界
的
に
も
め
ず
ら
し
く
壹
菫
な
存
在
と

な
っ
て
い
る
。
美
し
く
、
造
形
は
女
性
的
で

あ
る
が
、
橋
上
に
立
つ
と
、
男
性
的
な
現
代

覚
感
を
感
じ
る
。
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一

Ｉ
「
こ
の
日
、
市
井
に
令
せ
ら
れ
し
は
、
こ
の
た
び
構
架
せ
し
深
川
の
橋
、
新
大
橋

と
称
す
べ
し
と
な
り
」
、
元
禄
６
年
胞
月
８
日
（
慨
）
の
「
徳
川
実
紀
」
に
み
え
る
。

建
設
の
経
過
に
つ
い
て
、
「
御
府
内
備
考
」
に
は
、
「
元
禄
六
酉
年
、
浜
町
水
戸
殿

上
ヶ
地
（
蔵
屋
敷
返
納
）
よ
り
、
深
川
元
町
え
、
新
規
に
大
橋
被
仰
付
。
橋
長
京
間

百
間
、
高
欄
之
間
百
八
間
、
両
袖
え
間
九
尺
程
。
石
御
入
用
御
材
木
は
御
蔵
よ
り
出
ゞ

此
木
数
九
百
六
十
七
本
。
御
入
用
金
弐
千
三
百
四
十
三
両
、
但
大
工
棟
梁
作
料
共
に

三
分
と
銀
十
三
匁
四
分
六
厘
也
。
請
負
人
は
東
湊
町
壱
丁
目
白
子
屋
伊
右
衛
門
、
証

人
霊
岸
島
銀
町
壱
丁
目
ひ
わ
た
や
与
兵
衛
、
右
伊
右
衛
門
。
晴
天
八
十
日
の
請
負
に

有
之
候
処
、
五
十
二
日
に
出
来
致
し
、
同
年
十
二
月
七
日
渡
り
初
有
之
、
橋
の
名
を

新
大
橋
と
極
。
：
．
」
と
い
い
、
元
禄
６
年
胞
月
７
日
に
渡
り
初
が
あ
り
、
８
日
に

「
新
大
橋
」
と
し
て
公
布
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
即
日
間
の
請
負
の
と
こ
ろ
、
駝
日

で
竣
工
し
た
の
で
褒
賞
を
受
け
て
い
る
。

当
時
、
六
間
掘
の
芭
蕉
庵
に
住
っ
て
い
た
芭
蕉
は
、
「
あ
り
が
た
や
い
た
だ
い
て
踏

む
橋
の
霜
」
な
ど
と
も
よ
ん
で
い
る
。
橋
の
命
名
由
来
に
つ
い
て
は
、
「
御
府
内
備

考
」
に
「
千
住
大
橋
に
対
し
て
、
新
大
橋
と
名
付
ら
れ
し
と
」
と
み
え
て
る
。

そ
の
後
の
水
害
・
火
災
に
よ
る
被
害
も
多
く
、
明
治
旧
年
４
月
の
最
後
の
木
橋
に

よ
る
掛
替
ま
で
で
、
川
回
に
も
及
ん
で
い
る
。
新
大
橋
、
永
代
橋
・
大
川
橋
（
吾
妻

橋
）
は
、
延
享
頃
か
ら
町
人
の
請
負
と
な
っ
て
、
橋
銭
（
渡
り
言
亨
を
と
り
．
こ
れ
を

積
立
、
新
規
掛
替
、
修
理
に
あ
て
て
い
た
が
、
文
化
６
年
よ
り
橋
銭
の
徴
収
を
や
め
、

廻
船
問
屋
等
が
冥
加
と
し
て
請
負
い
、
造
作
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
明
治
妬
年
、
上

流
約
Ⅷ
ｍ
の
現
在
地
に
移
さ
れ
、
三
径
間
プ
ラ
ス
ト
・
ト
ラ
ス
型
の
鉄
橋
と
な
っ
た
。

大
正
吃
年
の
大
震
災
に
は
無
傷
で
残
り
、
多
く
の
人
々
の
命
を
救
っ
た
。
そ
れ
は
、

浜
町
側
に
５
メ
ー
ト
ル
に
も
及
ぶ
「
震
災
避
難
碑
」
で
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か

し
、
昭
和
鞘
年
、
通
行
舅
~
重
量
に
堪
え
ら
れ
な
く
な
り
掛
替
え
ら
れ
る
こ
と
に
な

り
そ
の
一
部
が
犬
山
市
の
「
明
治
村
」
に
移
築
さ
れ
て
い
る
。

新
橋
は
、
橋
面
上
の
少
し
東
岸
寄
り
に
立
て
ら
れ
た
平
行
す
る
四
角
の
二
本
の
塔

か
ら
、
斜
め
に
ケ
ー
ブ
ル
を
２
本
づ
つ
張
り
、
橋
げ
た
を
さ
さ
え
る
二
径
間
連
続
斜

張
橋
と
い
う
軽
快
な
様
相
を
移
し
て
い
る
。
長
さ
は
刑
、
、
幅
劉
ｍ
で
、
橋
台
上
部

の
歩
道
部
分
が
拡
幅
さ
れ
、
バ
ル
コ
ニ
ー
と
な
り
、
腰
か
け
な
ど
も
造
ら
れ
休
憩
出

来
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
西
端
の
橋
台
地
に
旧
槁
の
親
柱
と
欄
干
の
一
部
が
柵
と

し
て
残
さ
れ
て
い
る
。
竣
工
は
昭
和
田
年
で
あ
る
。

新

大

橋

し

ん

お

お

は

し
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１

天
明
１
年

寛
政
頃

2／

上~~



可

一
ｈ
噸
ワ
ル

一
一
』
一

一

些
恥

一

蕊＝言奉冒懇澤漢燕璽 ＝､痒

IJ"1Z廻塞鑿
剣
。
＃

一

I 織灘響
壱
・
句
一
巾
、
１
口
Ｆ
』

~1J
０

。

『

ｑ
侃
岸
－
４
Ｊ

リ
副腎

Ｂ

炉

●

錘

愚

＝

『

『

、

幸

一

◇

、

。

哉

剴

『

脚

咽

却

梱

》

．

《

叩

●

一

口

０

．
一
弐
斗
一
一
Ｉ

～､
頃｡

Ⅱ
０
■
８
町
一

列

．

↑

毒

↑

袖

・

・

静

Ⅱ
０
■
８
■
一

列

．

↑

毒

華
一
．
・
一
灘

琴

ｂ

Ｉ

~~
や＝畢一■

＝､

睡"
ーーーー

一

皇
一

ミ ~一三
一

ーミミ

一､

９

明
治
初
年

一堂
壱

翠

＝鑿農 『
』~ …

宮童口宣”マ宙~

一

ｻ

『

洋
式
木
橋
明
治
昭
年
４
月

Ｔ
■

盤
~~ ~ ~

角

I

鏑
剛
幟
陶
倒

＝

医
幸
且 芝:聯

一一

一

一

雨~

～望q

~

~

国
画
雰
型
』
幸
二
【
６

~

‘竜全．，
－ー

大
正
１
年

｝
↓
砂

－．超e桑鋒二

6

フフ
ーー

凶



昭
和
加
年
頃

遮些…
稀

盗
恥
脳
蛎

墜菰5~滴咋 ） Ｉ
J）

烹雪菫
壁画1，
，．4鳶．－－． 形

,＝

曇
一

_ー-戸 一

､
I

”
○

ｆ一

勺

』

←

堅h
力

固
↑【

Z"1 ル

蕊
窪
澗

ら
ゃ

皿
P

邑亡
陛~

ー

一

三
一

1

1

■

隆

雰

諺

＆

、

防

止

Ｆ

ｈ

ｌ

ｒ

Ｉ

０

ｒ

Ｄ

ｌ

６

ｂ

Ｂ

ｒ

卜

;|1
I

II 11１
１
１
１~

I

一勇 具畢－－ 一色=ー

＝

夕
可

昭
和
獅
年

１
町
４
も
財

－－

一
一

一
一

~

一

一

一理＝

一

~ ~ ~~~

平
成
３
年

23

一一



1

一 ~

’ら
ざ
る
以
前
迄
は
渡
し
也
」
と
み
え
て
い
る
。

『
徳
川
実
紀
』
万
治
一
一
年
十
一
一
月
十
三
日
（
唖
の
条
に
、
「
此
日
浅
草
川
新
架
の
橋
成
功
し
、
名

づ
け
て
両
国
橋
と
い
ふ
」
と
記
録
さ
れ
て
い
る
。
『
江
戸
雀
』
に
は
「
両
国
橋
を
、
む
さ
し
と
下
総
の

国
さ
か
ひ
の
川
に
、
か
け
さ
せ
ら
る
る
と
て
、
両
国
橋
と
は
名
付
給
ふ
と
、
世
に
さ
た
す
」
と
あ
る
。

武
蔵
、
下
総
の
国
境
が
隅
田
川
か
ら
太
日
川
（
江
戸
川
）
に
移
っ
た
年
代
は
、
天
正
頃
と
も
い
わ
れ
定
か

で
な
く
、
「
両
国
」
も
故
実
に
よ
る
名
称
と
解
さ
れ
る
。
ま
た
架
設
年
も
、
諸
行
事
の
最
終
年
と
も
み

戸
田
茂
睡
の
『
紫
の
一
本
』
に
「
両
国
橋
は
丁
酉
の
年
（
明
暦
三
ｌ
唖
、
江
戸
大
火
事
の
時
、
下
町

の
者
ど
も
、
風
下
を
の
が
れ
ん
と
、
浅
草
の
見
付
へ
と
、
車
長
持
惣
て
道
自
一
巷
引
の
け
し
が
、
道
つ
か

へ
て
数
多
の
人
、
焼
死
た
る
を
不
便
に
思
召
、
も
し
重
て
大
火
事
あ
り
と
も
、
人
の
損
せ
ざ
る
や
う
に

と
、
か
け
さ
せ
ら
る
。
」
と
あ
る
。
明
暦
の
大
火
に
、
浅
草
橋
の
見
付
門
や
隅
田
川
で
多
数
の
犠
牲
者

を
出
し
た
惨
事
に
鑑
み
て
行
っ
た
幕
府
の
処
置
と
し
て
、
ま
た
明
地
・
火
除
地
の
代
替
地
確
保
の
た
め

の
本
所
・
深
川
地
域
の
開
発
の
た
め
も
あ
っ
て
、
架
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
架
設
以
前
は
東
岸
の
地

域
は
牛
島
の
大
西
と
呼
ば
れ
て
い
た
の
で
、
『
江
戸
往
古
図
説
』
に
、
「
牛
島
渡
し
今
の
両
国
橋
か
か

の
橋
に
架
け
替
え
ら
れ
た
。

旧
橋
の
一
区
間
が
改
修
さ
れ
、
中
央
区
の
亀
島
川
川
口
の
南
高
橋
と
し
て
、
現
在
も
利
用
さ
れ
て
い
る
。

両
国
橋
は
京
葉
道
路
に
あ
り
、
千
葉
方
面
へ
の
主
要
道
路
で
あ
る
た
め
、
交
譽
一
塁
が
極
め
て
多
い
。

現
在
の
橋
は
震
災
後
の
復
興
と
し
て
、
昭
和
７
年
Ⅵ
月
に
完
成
し
た
三
径
間
ゲ
ル
バ
ー
型
鋼
鉄
桁
橋
で
、

長
さ
鮎
、
、
幅
副
ｍ
で
あ
る
。
完
成
当
時
は
、
わ
が
国
最
大
径
間
の
ゲ
ル
バ
ー
橋
で
、
ス
ッ
キ
リ
と
し

た
弧
の
上
に
、
｜
線
が
引
か
れ
た
よ
う
な
ス
マ
ー
ト
な
橋
と
し
て
、
技
術
的
に
迄
局
く
評
価
さ
れ
て
き

た
。
ま
た
、
大
き
な
球
状
の
石
飾
り
の
つ
い
た
親
柱
も
、
大
変
趣
き
が
あ
り
、
こ
の
橋
の
シ
ン
ボ
ル
と

な
っ
て
き
た
。
な
ん
回
か
の
補
修
工
事
は
お
こ
な
わ
れ
て
き
て
い
る
が
、
近
年
の
「
隅
田
川
著
名
橋
整

備
事
業
」
に
よ
っ
て
、
ど
の
橋
も
そ
う
で
あ
る
が
、
橋
上
照
明
度
ア
ッ
プ
・
欄
干
の
か
さ
あ
げ
、
歩
道

の
拡
張
工
事
が
お
こ
な
わ
れ
、
と
り
わ
け
両
国
橋
は
、
ゲ
ル
バ
ー
橋
の
良
さ
で
あ
る
槙
一
線
の
ス
マ
ー

ト
さ
が
失
わ
れ
、
安
易
な
シ
ン
ボ
ル
導
入
と
比
率
の
悪
る
い
復
元
の
灯
柱
に
よ
っ
て
、
便
利
に
は
な
つ

ら
れ
る
寛
文
元
年
（
側
）
を
と
る
害
も
み
ら
れ
る
。

こ
の
橋
は
、
非
常
に
備
え
る
と
同
時
に
本
所
開
発
の
た
め
に
架
設
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
常
時

眺
望
・
納
涼
の
場
所
と
し
て
賑
い
、
享
保
の
頃
か
ら
は
花
火
も
行
わ
れ
、
両
岸
橋
詰
の
広
小
路
は
屋
台

店
、
見
世
物
小
屋
等
が
立
ち
並
び
繁
昌
し
た
。
と
り
わ
け
回
向
院
の
出
開
帳
、
勧
進
大
相
撲
は
そ
の
賑

わ
い
を
増
し
た
。

そ
の
後
度
々
の
洪
水
、
火
災
の
た
め
掛
替
え
を
繰
り
返
え
す
が
、
明
治
８
年
（
唖
親
柱
は
石
造
・
袖

柱
と
の
間
に
は
煉
瓦
を
用
い
る
洋
風
な
最
後
の
木
橋
が
架
け
ら
れ
て
い
る
。
そ
し
て
、
明
治
師
年
（
理

隅
田
川
三
番
目
の
鉄
橋
と
し
て
、
三
径
間
プ
ラ
ッ
ト
・
ト
ラ
ス
型
、
い
わ
ゆ
る
鎧
橋
の
鉄
橋
と
な
っ
た
。

そ
の
架
設
位
置
は
少
し
上
流
（
現
在
地
）
と
な
っ
た
。
そ
の
後
関
東
大
震
災
に
よ
り
、
被
害
を
蒙
り
現
在

た
が
、
野
暮
な
橋
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

り

よ

書

っ

ご

く

両

国

橋ば
し

、
ｂ
４

－
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震
災
後
の
復
興
計
画
に
よ
っ
て

新
設
さ
れ
た
橋
で
、
大
正
旧
年
９

月
２
日
起
工
し
、
昭
和
２
年
刊
月

調
日
開
通
し
た
も
の
で
あ
る
。
架

橋
地
点
の
地
質
が
砂
利
砂
と
比
較

的
良
好
な
の
で
、
上
路
型
ア
ー
チ

橋
を
採
用
し
た
。
主
橋
は
３
径
間

か
ら
な
る
ソ
リ
ッ
ド
リ
ブ
・
２
ヒ

ン
ジ
ア
ー
チ
橋
（
上
路
型
２
鋏
鋼

鈑
助
拱
）
で
、
左
岸
（
墨
田
区
側
）

に
河
岸
道
路
が
あ
る
の
で
、
鉄
筋

コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
跨
道
橋
を
設
け
、

四
連
の
ア
ー
チ
に
設
計
し
て
あ
る
。

長
さ
は
洲
、
、
幅
は
翠
ｍ
・
橋
脚

の
水
切
が
半
球
体
の
石
張
り
と
な

り
、
ま
た
橋
台
上
部
の
路
上
に
バ

ル
コ
ニ
ー
を
設
け
る
な
ど
の
特
徴

を
持
っ
て
い
る
。

橋
名
は
架
設
地
の
浅
草
御
蔵
・

蔵
前
の
歴
史
的
ゆ
ら
い
か
ら
と
っ

て
い
る
。 蔵

で
、
』
ら

前鳶

橋
は
し
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＝

厩
橋
の
創
設
は
、
明
治
７
年
（
剛
）
扣
月
６
日
開
通
の
木
橋
で
あ
る
が
、

そ
れ
以
前
は
こ
こ
に
、
広
菫
の
錦
絵
に
も
描
か
れ
て
い
る
「
御
厩
（
お
ん

ま
い
）
の
渡
し
」
が
あ
っ
た
。
明
治
五
年
花
見
客
の
人
出
で
渡
し
舟
の
転

覆
事
故
が
あ
っ
た
り
し
て
、
架
橋
の
話
が
煮
つ
ま
り
、
「
是
ヨ
リ
先
、
日

比
野
泰
助
ガ
上
請
に
依
テ
官
許
ア
ル
所
ノ
厩
河
岸
架
橋
ノ
儀
、
本
年
一
月

五
日
着
手
、
本
月
（
九
月
）
十
五
日
ニ
シ
テ
功
ヲ
竣
ヘ
リ
。
名
ケ
テ
厩
橋
ト

イ
フ
。
間
ク
、
橋
ノ
長
サ
五
百
七
一
尺
。
巾
二
十
尺
。
此
工
費
総
計
約
金

一
万
四
千
八
百
円
ナ
リ
ト
。
未
ダ
府
ノ
検
ヲ
終
へ
ザ
ル
ヲ
以
テ
、
開
渡

ノ
曰
未
定
。
不
日
ニ
シ
テ
式
ヲ
行
フ
ト
イ
フ
・
」
（
日
新
真
事
誌
）
と
あ
る

の
を
み
る
と
民
間
人
の
架
し
た
も
の
で
あ
っ
て
、
橋
銭
を
徴
収
し
た
。
明

治
８
年
５
月
Ｗ
日
の
朝
野
新
聞
に
は
「
昨
年
出
来
上
っ
た
浅
草
の
厩
橋
は
、

日
日
人
の
往
来
す
る
と
こ
ろ
大
体
四
千
五
百
人
に
し
て
、
橋
銭
日
に
七
円

五
十
銭
の
平
均
な
り
。
」
と
あ
っ
て
当
時
の
利
用
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

し
か
し
、
維
持
管
理
に
経
費
が
か
さ
む
た
め
、
明
治
印
年
に
東
京
府
に
移

管
さ
れ
、
同
時
に
通
行
は
無
料
と
な
っ
た
。

厩
の
名
は
、
浅
草
の
御
米
蔵
に
付
属
す
る
御
厩
が
か
っ
て
こ
の
地
に

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
て
お
り
、
御
厩
河
岸
、
御
厩
の
渡
し
な
ど
と
地
名

と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い
た
。

木
橋
の
老
朽
化
に
と
も
な
い
、
明
治
記
年
鉄
製
の
左
右
よ
り
中
央
径
の

み
が
高
山
三
径
の
い
わ
ゆ
る
鎧
橋
で
あ
る
ト
ラ
ス
橋
に
改
築
さ
れ
、
位
置

も
Ⅲ
メ
ー
ト
ル
上
流
の
現
在
地
に
な
っ
た
。
明
治
配
年
５
月
６
日
付
東
京

日
日
新
聞
に
、
「
浅
草
三
好
町
よ
り
本
所
外
手
町
へ
今
度
新
に
架
設
せ
る

厩
橋
は
い
よ
い
よ
落
成
を
告
げ
た
る
に
付
き
、
本
日
午
前
八
時
よ
り
、
開

通
式
を
挙
行
す
る
よ
し
。
」
と
つ
た
え
て
い
る
。
し
か
し
、
大
正
胞
年

（
慨
）
の
関
東
大
震
災
で
は
木
製
部
分
の
橋
床
が
焼
失
し
大
破
し
た
た
め
、

復
興
計
画
に
よ
り
、
現
在
の
橋
に
改
架
さ
れ
た
。
三
径
間
の
下
路
式
ア
ー

チ
橋
で
、
同
じ
形
の
ア
ー
チ
が
三
連
並
ぶ
優
美
な
三
曲
線
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
し
か
し
、
橋
上
を
歩
く
と
鋼
鉄
製
ア
ー
チ
で
胞
万
８
千
本
の
リ

ベ
ッ
ト
が
打
た
れ
て
い
る
の
と
、
親
柱
が
直
接
ア
ー
チ
と
つ
な
が
る
の
で

圧
倒
さ
れ
る
。
橋
詰
の
石
の
大
き
な
ベ
ン
チ
は
風
格
が
あ
り
保
存
し
た
い

も
の
で
あ
る
。
大
正
巧
年
９
月
起
工
し
、
昭
和
４
年
９
月
竣
工
し
た
も
の

で
あ
る
。

厩

橋

う
ま
や

は
し
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こ
こ
に
は
江
戸
時
代
も
古
く
か
ら
竹
町
の

渡
し
（
駒
形
の
渡
し
）
が
あ
り
、
中
断
期
も

あ
っ
た
が
、
橋
の
竣
工
す
る
昭
和
２
年
ま
で

続
い
た
も
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
橋
名
も
駒

形
槁
と
な
っ
た
。
そ
の
も
と
は
河
畔
の
駒
形

堂
に
由
来
す
る
。

架
橋
は
震
災
後
の
復
興
計
画
に
よ
り
、
大

正
旧
年
７
月
躯
日
起
工
し
、
昭
和
２
年
７
月

竣
工
、
同
月
窃
日
開
通
し
た
。
中
央
径
間
が

中
路
式
で
、
側
径
間
が
上
路
式
の
三
径
間
ソ

リ
ッ
ド
リ
ブ
・
２
ヒ
ン
ジ
ア
ー
チ
橋
で
、
長

さ
岬
、
、
幅
距
ｍ
で
あ
る
。
遠
く
船
上
か
ら

み
る
と
ア
ー
チ
の
変
化
も
た
く
み
で
、
均
衡

の
と
れ
た
美
し
い
橋
で
あ
る
。
橋
上
に
あ
っ

て
も
、
と
り
わ
け
親
柱
に
替
る
よ
う
な
シ
ン

ボ
ル
灯
柱
が
、
ア
ー
ル
デ
コ
の
美
し
さ
を
漂

よ
わ
せ
て
い
る
。
近
年
の
「
隅
田
川
著
名
橋

整
備
事
業
」
に
よ
る
補
修
で
も
、
ほ
と
ん
ど

復
元
整
備
に
徹
し
、
隅
田
川
に
架
け
た
当
初

の
心
を
伝
え
る
橋
で
あ
る
。

駒

形

橋

こ

ま
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江
戸
時
代
隅
田
川
に
架
け
ら
れ
た
最
後
の
橋
で
、
『
徳
川
実
紀
』
安
永
３
年
（
伽
）
旧
月
ｗ
日
の
条
に

「
浅
草
川
に
あ
ら
た
に
橋
を
わ
た
し
大
川
橋
と
名
づ
く
。
こ
れ
は
市
人
等
令
て
つ
く
り
し
と
い
ふ
・
」
と

あ
る
。
こ
こ
に
は
古
く
か
ら
水
戸
・
佐
倉
に
通
じ
る
本
所
中
之
郷
竹
町
と
浅
草
花
川
戸
六
地
蔵
河
岸
を
結

ぶ
、
「
竹
町
の
渡
し
」
が
あ
っ
た
。
昭
和
８
年
（
皿
４
月
、
花
川
戸
町
家
主
伊
右
衛
門
と
下
谷
竜
泉
寺
町

家
主
源
八
の
二
人
が
新
規
架
橋
を
願
い
出
て
い
る
。
『
明
和
撰
要
集
』
に
「
浅
草
大
川
通
、
両
国
橋
よ
り

上
之
方
、
船
渡
は
弐
ヶ
所
有
之
候
得
共
、
風
雨
強
節
は
船
も
上
り
、
其
上
出
火
之
節
も
風
烈
に
候
得
ば
渡

船
上
候
故
、
立
退
候
も
の
難
儀
候
に
付
、
浅
草
花
川
戸
六
地
蔵
河
岸
よ
り
、
本
所
中
ノ
郷
河
岸
へ
自
分
入

用
を
以
新
規
に
橋
相
懸
、
武
士
方
を
相
除
、
往
来
之
者
よ
り
壱
人
に
付
渡
銭
弐
銭
（
二
文
）
宛
取
之
、
永
久

橋
掛
直
修
復
共
退
転
無
之
様
に
可
仕
候
。
．
：
。
」
と
み
え
る
。
安
永
３
年
９
月
に
は
、
伊
右
衛
門
、
源
八

等
か
ら
橋
名
を
宮
戸
橋
と
名
付
け
た
い
旨
の
願
い
が
、
出
さ
れ
た
が
、
工
事
完
了
後
の
旧
月
に
は
改
め
て

両
人
か
ら
「
大
川
橋
。
右
の
通
、
橋
号
唱
候
様
仕
度
、
願
上
奉
り
候
。
」
と
大
川
橋
と
唱
え
る
こ
と
で
願

い
が
出
て
い
る
。
し
か
し
、
架
橋
工
事
中
か
ら
「
東
橋
」
、
「
吾
妻
橋
」
と
云
ふ
者
が
多
く
、
『
武
江
年
表
』

に
も
「
大
川
橋
俗
に
吾
妻
橋
と
い
ふ
」
と
み
え
て
い
る
。
隅
田
川
は
流
れ
る
場
所
に
よ
っ
て
、
浅
草
を
流

れ
る
と
浅
草
川
、
三
社
権
現
を
主
と
し
て
み
る
と
き
は
宮
戸
川
と
呼
ん
だ
り
し
た
。
ま
た
、
親
し
ん
で
一

般
に
は
大
川
と
呼
ん
だ
も
の
で
、
「
大
川
橋
」
と
い
ふ
こ
と
も
、
そ
こ
か
ら
起
因
し
て
い
る
。
吾
妻
の
名

は
、
日
本
武
尊
命
の
東
征
伝
説
の
「
吾
蠕
は
や
：
：
」
か
ら
で
た
も
の
で
、
東
国
”
関
東
地
方
の
総
称
と

な
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
一
般
的
な
江
戸
の
東
の
方
と
い
う
意
味
を
吾
妻
の
字
に
か
け
て
用
い

て
い
る
も
の
、
及
び
北
十
間
川
福
神
橋
際
に
あ
る
吾
蠕
神
社
へ
の
道
す
じ
と
い
う
意
味
あ
い
が
重
な
っ
て

用
い
ら
れ
た
よ
う
に
思
え
る
。
明
治
９
年
（
唖
西
洋
式
木
橋
に
改
架
の
折
、
正
式
名
称
と
し
て
「
吾
妻

橋
」
と
な
っ
た
。
流
失
、
焼
失
に
よ
る
架
替
や
修
理
は
数
多
い
が
、
明
治
旧
年
７
月
の
洪
水
で
流
失
し
た
。

そ
こ
で
東
京
名
所
の
多
く
の
錦
絵
に
も
な
っ
た
隅
田
川
で
初
の
鉄
製
鎧
橋
で
あ
る
ト
ラ
ス
橋
が
釦
年
（
哩

胞
月
に
原
口
要
の
設
計
、
石
川
島
造
船
所
の
施
工
に
よ
っ
て
完
成
し
て
い
る
。

現
在
の
橋
は
、
震
災
後
の
復
興
計
画
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
４
年
６
月
酊
日
に
着
工
さ
れ
、
昭
和
５
年

末
に
竣
工
予
定
が
、
昭
和
６
年
に
ず
れ
込
ん
で
完
成
し
た
。
長
さ
恥
、
、
幅
印
ｍ
の
三
径
間
ソ
リ
ッ
ド
リ

ブ
・
２
ヒ
ン
ジ
ア
ー
チ
橋
（
上
路
式
三
連
ア
ー
チ
桁
橋
）
で
、
外
観
は
蔵
前
橋
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
、

ア
ー
チ
と
路
面
と
の
支
柱
が
、
吾
妻
橋
の
方
が
繊
細
に
造
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
島
正
之
「
隅
田
川
」

（
名
著
出
版
）
に
は
、
両
岸
に
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
ラ
ー
メ
ン
橋
が
付
く
と
み
え
て
い
る
。

平
成
５
年
完
成
し
た
整
備
工
事
に
よ
り
、
歩
道
が
拡
張
さ
れ
、
高
欄
~
灯
柱
等
が
変
更
さ
れ
た
。

吾

妻

橋

あ

つ

ま

』

ぱ
し

＄
ごI
＄ 』IC角d＝

－

4卜
、

、 ‘／ 、叶
霊
一
澤
砦
華
毒
錘
診
認
苅
働

4

g屋tuI1

M､9 －

畑
側

渡！
＝

司

惚
『

==_L
一

一

一

一

一

認

鮮

縛

詞

仙

叫

瞬

酸

！

沢

い

り

。

１
１
４
－
誇
埼

の

１

Ａ

跨

可

侭

甸

ら

奉

鶴

一

一

嬉

催

一

戸

鯵

酋

戴

〃

纂

桑

ｆ

“

賑

〆

１

Ｗ

胸

Ｉ

ヤ

Ｉ

″

‐

秀

ｋ

ｉ

ｉ

ｉ

一

報

’

’

一

､

』
《

ー

天明1年
「園

ー

識
当

－－麺 ＝

塞
叱
．
‐
ゞ
塞
垂一

一

圭

一
唇

『■

一
愛
負嘩尋

響

一

－

ー 成工

畠
■T一 時

一一
一一●一

一三＝＝
一今一一一
一

一

一一

唖亭邉亙

~

一
一
一
一
一
一

三
＝

麹 蕊畢一 ‘｝

（
江
戸
未
）

幻



産
~

寛
政
頃 訓

一

一
↓

一

一

一
戸
一
一
腿
営

《
経

鱈
員

紬'wu

文
化
３
年

虎蓋
凸＝

e一壼

恕.､島亀

､馥鼻

鴛慧

鍵
一

."~｡
◆ ｡

‐み

＝己●凸草

Q6－－

溌穫‘
g■ ローr
-oQ.｣重~＝一

篝
箇重

÷

一

や

．

凸

●》
蜂

~

や

轡
謹
醇

琿
躍
．

鷺篭繊
『
耐

蕊
瞳ご画
も･

、

I

蔀
鈩
洩
威
眺

鶴
■

亨一i一

登謹雲1鰹
奄

塾迅・
全

Ⅱ

"峯鐵蝋皇 ､j善良尋、

＝

~~

垂

．r

斡蕊~鞠ら

・魂

／
凸

が.≦

箸』
み

』

Ｊ
ｒ
ｌ

〃

子

蛍

ぷ

ふ

》

辞

6元凸
、

一

守

？

一

七

一

一

・

２

－

~

~

鷲

』

蕊

ｆ

《

刀

祇
呼

■

』

■

、

〆

鐙

｜

聾

宗

。

〃

．

』 - ---一一

リ
、

~

論もこ

磯§・‐ 1，~

､ _･馬壁

明論5年頃
¥￥



－

＃

．

、

｜

劃I
原

羅亀

一

口 ，－

垂＝

一一

一

通

一

一

Ｇ
日
１
１
■
Ｕ
８
‐

“

二

一

■

一

一

合
勅

遡

』

．

一

号

毎

戸

廷
一
一

画i一一

令

一

一
一一

一
一

一

一

一

一
塁
】
一
・
コ

一

急

画

恥

包

ワ

ニ

一

一

４

，

，

Ｉ

戸

嘩

４

３

沙

一一
一
一

一
言
一

霞
岸＞

一

Z霧蕊
＝

ー一

明
治
肥
年
７
月

ー

『

」
』

唱

壼
、
《
一
譜

~房－ 一

ユ

一

竺

一

‐

~Ｐ

一
一

血
■
日

I

1

口
５
Ｊ＆＝ぞ一一

~~

~~

､

明
治
加
年
胆
月
ｕ
日
開
通

明
治
加
年
哩
月

芋.ラ

~~



＝ -コ
一一

~

~

０
●
Ｉ

Ｉ

&
~

1
3

M

榊唾

“■■

喪
０

Ⅱ

Ⅱ

Ⅱ

０

０

Ｊ

８

魁◆

ト

ー
~~

＝

・J
』

瞳 鎚馳

蕊〃

1
h■

■

~~

峯
函5
~ー

０
７

戸戸

,I
副
α
唾
入
心

M~|mi+
帆帆帆

藍藍藍 ー＝里
＝

■9■9

１
－
Ｏ

Ｂ

Ｉ 全壷

薊
明
治
鋤
年
代

~

ー

一
零
壁

序一三

鑿‐
~

拳 ~

~~

~~

一一一＝

霊雲
－

一

B･24ADZUMABASHI,(Bridge)TOKY

膣
ー

… ｜
■－

＋

h弓r

r1
p

県｜
･鱗‘｜

鐘

や凡
」
Ｉ
１
Ｉ
Ｈ
Ⅱ
Ｕ
悩
日

~~■画.
○あ

~~

犀･i
戸

ｒ
』
嘩
匿
』
睡
躍

U

‘
I

ロ
郡I

麹
一

澱
玉 |薄

厩

！
リ 弧

一

一
一
・←

宰

剖

一
胃

騨
銅

一￥

明
治
釦
年
代

一

．炭毎

ー

~垂

I

１
，
郡
一

一

一

一

~~

↓

ウ

明
治
30

年
代

¥6

4 ~



~悪

~

明
治
鋤
年
代

~ ~ ~

明
治
釦
年
代

蚤の橋雲吾京東
ⅦこwOFAZu船A顕IDGE－r･KYO

明
治
鋤
年
代

ｷ7

~



一

明
治
調
年
日
露
戦
勝
パ
レ
ー
ド

明
治
末
年

…室 ~ ･茎

大
正
２
年
６
月
創
日

\8



|『

一
一

大
正
皿
年
９
月

仮
設
欄
干
大
正
哩
年
９
月

． ’

萎蕊
ノ

銭方
一
一

蕊
~

L ｰ

鼠差

塞秦篝
窪

二

＝
＝

綜警霞琴

軍
1

ｊ
ｌ

！

I 季、

|黄 －－

1 昭
和
４
年
６
月
改
架
工
事
着
手

一

輿
I■

一

一｡。

鴎
.一

鍵
』G

I'
~

篭
ア

殻
f

－

〆

謹
詫
賎

ｰ 一一 ~

~

や
匂

願
I

鶴

我・ ~
董

凸 ヂ

ーート． ．
⑤L P

一

ぺ

塞謹
恥
包

剛
』

~~ ~’
一口竺〆 もI

今－

革9



『

昭
和
５
年
頃

と

I

漁1

ｌ

＃

１。●宙寺
鈩

濡瀞
Iq

錨睡
－

＝。＝つー一

qー － ‐
っ民心 ゴ

Ld■■■ 今 年
4■

‐ ・IC

昭
和
６
年
６
月
皿
日
開
通

厨’

~

_IM』
Ｌ
９

009QM
､延弓 一

画

Ｊ

■

■

ｒ

Ｌ

画

Ｊ

■

■

ｒ

Ｌ

…
塗

÷

ご

ロ 、

聯靴

&

M卸聯｡秤
』

平
成
１
年

■

〆1 ●

1

1

I ＝

一~ －－ 一三 一一一 ~~~
~ ~

了0



＝

平
成
５
年
３
月

ウ豊一
2町

雨
企み

＝

く 『

壷

卜

q■q■

~

恥

琴’ 盛
－1威_ ．．

燈 蠕 F瓦

桑

．

虹

~
通
用
癖
町
限
》

回ダ

綴
ｿ

息‐

砥

＝

上水バス券(原寸大）

公

向

屋ユ
ロ

ロ■

一弧

扉
＝ 、

＝

I
F

~

~

承
ー

r

一

一

声
－
４

画

辱

畢

■

二

季

一 竜bへ

極
’

枕橘の渡し(浅草をみる） 明治
改
修
前
の
灯
柱

一ー

画

切瞠哩頼

＆

り

－

－

ﾗノ

ーヨ~~~~ －
一一一口一一一一ーー ■■マーーー■一ｰ一一一万



東
武
線
鉄
橋
昭
和
６
年
５
月
弱
日
浅
草
雷
門
開
通

’

平
成
１
年
５
月

侭
一

震I
冒壷悪膳五?孟竜”､鐸戸亙

，層

ｰ

や
■
”虐宮 一 一一

一 ー
＝

r

ﾙﾐ毒浄~』
字

‘ー皇侭8

~

弓P

追皀

平
成
５
年
３
月

L、．
ー

■

－

－ ＝ 一一

一

〃
す

ﾗ2



震
災
後
の
復
興
計
画
と
し
て
架
設
さ
れ
た
橋
で
、
大

正
叫
年
５
月
Ⅵ
日
起
工
し
、
昭
和
３
年
２
月
Ⅶ
日
開
通

し
た
。
隅
田
公
園
の
中
央
を
結
ぶ
た
め
、
上
流
・
下
流

の
視
界
を
そ
ぐ
わ
な
い
よ
う
、
軽
快
な
ゲ
ル
バ
ー
桁
橋

が
採
用
さ
れ
た
。
三
径
間
の
カ
ン
チ
レ
バ
ー
形
式
の
箱

鈑
桁
で
、
両
岸
の
ア
プ
ロ
ー
チ
部
分
は
隅
田
公
園
を
ま

た
ぐ
鈑
桁
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
橋
で
で
き
て
い
る
。
開
放

感
の
あ
る
広
々
と
し
た
橋
で
あ
る
。
長
さ
郷
、
幅

２

飽
ｍ
で
あ
る
。
鋼
桁
を
製
作
し
た
横
河
橋
梁
製
作
所
の

完
成
記
念
誌
に
は
、
「
本
橋
は
両
岸
陸
上
延
長
部
を
合

せ
て
鋼
桁
全
長
二
百
三
十
五
米
余
‐
東
京
市
内
に
於
け

る
一
番
長
い
橋
で
あ
り
、
又
此
型
の
橋
梁
と
し
て
は
我

国
最
大
の
も
の
で
あ
る
。
本
槁
々
桁
製
作
に
つ
い
て
は

幾
多
の
困
難
が
あ
っ
た
り
も
拘
ら
ず
、
幸
に
し
て

~
~
・
・
」
と
そ
の
喜
び
を
記
し
て
い
る
。

橋
名
は
在
原
業
平
「
伊
勢
物
語
」
東
下
り
の
隅
田
川

で
詠
め
る
「
名
に
し
お
は
ば
い
ざ
こ
と
間
は
む
都
島

わ
が
思
ふ
人
は
あ
り
や
無
し
や
と
」
の
歌
に
よ
る
も
の

で
、
ま
た
、
付
近
の
業
平
塚
に
ち
な
む
業
平
町
が
あ
っ

た
ゆ
え
ん
で
あ
ろ
う
。

昭
和
加
年
３
月
９
日
の
空
雲
に
よ
り
、
槁
上
で
折
り

重
な
る
よ
う
に
幾
多
の
人
々
が
焼
死
し
た
記
憶
は
い
ま

だ
忘
れ
ら
れ
な
い
。
縁
石
の
御
影
石
の
ほ
と
ん
ど
が
欠

け
て
い
た
。
平
成
５
年
整
備
工
事
が
始
ま
っ
た
。
ち
な

み
に
灯
柱
は
戦
後
変
更
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
違
和

感
の
な
い
佳
作
で
あ
ろ
う
。
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隅
田
川
両
岸
の
隅
田
公
園
を
結
ぶ
園

路
の
役
割
を
も
つ
歩
行
者
専
用
橋
で
、

隅
田
川
を
は
さ
ん
で
接
す
る
墨
田
区
と

台
東
区
と
の
姉
妹
提
携
事
業
の
一
環
と

し
て
架
設
さ
れ
た
。

平
面
の
形
が
×
形
を
し
た
歩
行
者
専

用
の
め
ず
ら
し
い
大
型
の
公
園
橋
で
、

こ
の
橋
の
完
成
に
よ
っ
て
公
園
の
回
遊

性
は
高
ま
り
一
体
化
も
増
し
た
。
こ
の

橋
は
三
径
間
の
連
続
Ｘ
形
曲
線
鋼
箱
桁

５

で
、
長
さ
岬
ｍ
・
中
径
間
だ
、
・
幅
は

中
央
径
間
が
旧
ｍ
、
側
径
間
が
お
の
お

の
６
ｍ
で
あ
る
。

周
辺
の
景
観
と
の
調
和
を
考
慮
し
て
、

色
彩
や
素
材
を
工
夫
し
、
夜
間
照
明
も

ポ
ー
ル
型
の
灯
柱
と
高
欄
の
中
に
と
り

こ
ん
で
明
る
く
し
、
水
辺
の
憩
え
る
橋

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
橋
の
周
辺
を
緩

傾
斜
堤
防
に
改
造
し
、
水
辺
の
ア
ク
セ

ス
を
可
能
に
し
、
水
に
接
す
る
こ
と
の

出
来
る
画
期
的
な
、
隅
田
川
の
先
駆
の

橋
と
な
っ
た
。

昭
和
弱
年
刑
月
着
工
し
、
帥
年
４
月

１
日
に
開
通
し
た
。

桜
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竹
屋
の
渡
し
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竹
屋
の
渡
し
（
向
島
の
渡
し
・
言
問
の
渡
し
）
大
正

雰
幽
■
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寺
島
の
渡
し
（
白
謂
の
渡
し
）
昭
和
初
年

60
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こ
の
地
に
は
古
く
か
ら
渡
し
が
あ
り
、
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
寺
島
の
条
に
「
橋

場
渡
卜
称
ス
。
是
古
ノ
隅
田
渡
ノ
残
り
シ
ナ
ラ
ン
。
御
上
場
ノ
南
二
ア
リ
。
渡
船
ノ
コ

ト
往
古
八
村
民
権
右
衛
門
ガ
進
退
ナ
リ
シ
ガ
、
今
八
対
岸
橋
場
ノ
持
ト
ナ
レ
リ
。
」
と

あ
る
。
承
知
２
年
（
師
）
の
太
政
官
符
に
、
武
蔵
、
下
総
両
国
の
堺
の
住
田
河
に
渡
船
二

艘
を
増
し
て
四
艘
と
し
た
こ
と
が
み
え
て
い
る
が
、
こ
の
隅
田
渡
と
想
定
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
伊
勢
物
語
の
在
原
業
平
の
渡
っ
た
の
も
こ
の
渡
し
で
あ
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
源

頼
朝
が
再
挙
の
兵
を
あ
げ
、
隅
田
川
の
歴
史
に
あ
ら
わ
れ
る
最
初
の
橋
で
あ
る
浮
橋
を

架
け
た
と
伝
え
る
と
こ
ろ
で
、
そ
の
こ
と
は
橋
場
の
地
名
と
し
て
も
残
っ
て
来
た
。
奥

州
街
道
が
干
住
を
本
道
と
し
、
水
戸
、
佐
倉
へ
の
道
も
両
国
橋
を
経
る
よ
う
に
な
る
と
、

こ
の
渡
し
も
賑
い
を
な
く
し
て
い
っ
た
。

大
正
２
年
７
月
東
京
市
議
会
に
お
い
て
、
吾
妻
橋
か
ら
千
住
大
橋
に
い
た
る
間
、
橋

が
な
い
の
は
不
利
、
不
便
で
あ
る
と
の
理
由
か
ら
、
適
当
な
場
所
に
架
橋
す
べ
き
で
あ

る
と
の
建
議
が
可
決
さ
れ
た
が
、
実
現
が
な
か
な
か
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
、
大
正
３

年
５
月
、
東
京
府
参
事
会
員
中
島
守
利
~
寺
島
村
村
長
小
島
菫
兵
衛
等
地
元
民
万
名
の

会
員
に
よ
り
、
橋
長
叩
間
８
分
、
幅
４
間
の
寺
島
と
橋
場
の
間
に
、
木
橋
が
架
設
さ
れ

た
。
通
行
者
一
人
一
銭
の
橋
銭
を
徴
収
し
、
そ
の
維
持
管
理
に
あ
て
て
い
た
。
こ
の
橋

の
架
橋
に
つ
い
て
は
、
隅
田
川
を
通
行
し
ゞ
鉄
道
隅
田
川
駅
に
参
集
す
る
艀
下
船
や
、

川
蒸
気
船
会
社
の
関
係
者
が
、
反
対
運
動
を
し
た
り
し
て
、
当
時
の
新
聞
を
賑
わ
せ
た

り
し
て
い
る
。
同
年
刑
月
「
白
鬚
橋
株
式
会
社
」
組
織
と
し
て
い
る
。

白
鬚
と
い
う
橋
名
は
、
墨
田
堤
沿
い
の
寺
島
の
古
社
白
鬚
神
社
か
ら
由
来
し
て
い
る
。

そ
の
後
大
正
脚
年
刊
月
に
東
京
府
に
移
管
さ
れ
、
通
行
料
は
無
料
と
な
っ
た
。
そ
し

て
、
大
震
災
の
被
害
に
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
い
が
、
東
京
府
の
都
市
計
画
事
業
に
よ
る

一
等
大
路
第
三
類
第
十
六
号
線
な
る
環
状
線
道
路
（
現
在
の
明
治
通
り
）
の
隅
田
川
を
横

断
す
る
個
所
と
い
う
こ
と
で
、
鉄
橋
に
架
換
え
る
こ
と
と
し
、
昭
和
３
年
９
月
起
工
、

昭
和
６
年
６
月
竣
工
し
た
も
の
で
あ
る
。

カ
ン
チ
レ
バ
ー
の
あ
る
三
径
間
ブ
レ
ー
ス
ト
リ
ブ
・
タ
イ
ド
ア
ー
チ
橋
（
三
径
間
鋼

構
助
突
桁
敷
き
鑿
拱
橋
）
で
あ
る
。
ア
ー
チ
部
分
が
ト
ラ
ス
で
組
上
が
っ
て
い
る
と
こ

ろ
に
特
徴
が
あ
り
、
遠
く
か
ら
は
恐
竜
に
も
似
て
親
し
味
の
も
て
る
橋
で
あ
る
。

白
し
ら

鬚＃

橋
ば
し

木
橋
開
橋
記
念
大
正
３
年
５
月
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列

水
すい

地
震
等
の
防
災
に
そ
な
え
て
再
開
発
が

す
す
め
ら
れ
て
き
た
白
鬚
東
地
区
防
災
拠

点
（
墨
田
区
）
と
西
地
区
（
荒
川
区
）
と
を
結

ぶ
連
絡
橋
と
し
て
、
昭
和
閃
年
架
け
ら
れ

た
も
の
で
あ
る
。

橋
の
タ
イ
プ
は
、
二
ｌ
ル
セ
ン
~
ロ
ー

ゼ
橋
と
い
い
、
隅
田
川
の
橋
に
は
い
ま
ま

で
な
か
っ
た
軽
快
な
タ
イ
プ
の
橋
で
あ
る
。

下
路
式
の
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
が
、
遠
く
か

ら
み
る
と
ア
ー
チ
と
桁
の
輪
郭
だ
け
し
か

見
え
ず
、
ア
ー
チ
と
桁
と
は
斜
め
に
張
っ

た
ケ
ー
ブ
ル
で
結
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ

る
。
橋
の
組
立
て
も
陸
上
で
お
こ
な
い
、

橋
桁
を
台
船
に
の
せ
、
満
潮
時
に
定
位
置

に
搬
び
、
引
潮
で
橋
脚
に
の
せ
る
と
い
う

工
事
を
お
こ
な
い
、
話
題
に
も
な
っ
た
。

橋
名
は
附
近
の
隅
田
川
総
鎮
守
で
あ
り
、

水
神
社
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
隅
田
川

神
社
か
ら
由
来
し
た
も
の
で
あ
る
。

東
詰
は
鐘
ヶ
渕
通
り
か
ら
続
く
高
速
６

号
線
墨
堤
ラ
ン
プ
の
入
口
に
も
な
っ
て
い

る
が
、
西
詰
は
道
路
が
現
在
も
工
事
中
で

完
成
せ
ず
、
橋
は
歩
道
橋
的
に
利
用
さ
れ

て
い
る
。

神
大
橋

じ

ん

お

お

は

し

~ ~~
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千
住
大
橋
は
徳
川
家
康
が
江
戸
に
入
っ
て
四
年
目
の
文
禄
３
年
（
剛
）
９
月
、
架
け
ら
れ
た
も
の
で
、

隅
田
川
（
こ
の
辺
は
荒
川
と
呼
ば
れ
て
い
た
）
の
橋
の
中
で
は
一
番
最
初
の
も
の
で
あ
り
、
か
つ
今
ま

で
に
な
い
長
く
大
規
模
な
、
い
わ
ゆ
る
大
橋
で
あ
っ
た
。
『
新
編
武
蔵
風
土
記
稿
』
に
「
大
橋
荒
川

二
架
ス
。
長
サ
六
十
六
間
幅
四
間
。
御
入
国
ノ
後
、
北
国
通
路
事
由
ナ
ラ
シ
メ
ン
ガ
為
、
三
年
二
至

と

ら

リ
テ
掛
渡
セ
ン
ト
。
其
頃
ハ
コ
コ
ヨ
リ
ニ
町
程
水
上
一
一
ア
リ
。
冥
地
当
時
海
（
街
）
道
二
係
リ
シ
渡
裸

川
ノ
渡
シ
ト
テ
、
渡
津
ア
リ
シ
地
ナ
リ
ト
云
。
其
後
年
過
テ
今
ノ
橋
ヨ
リ
少
シ
ク
西
二
掛
直
サ
レ
シ

ガ
、
夫
モ
替
リ
テ
天
明
四
年
今
ノ
所
二
掛
ラ
レ
シ
ヨ
リ
、
御
普
請
度
々
二
及
ブ
ト
云
。
」
と
伝
え
て

い
る
。
奥
州
街
道
は
古
く
は
隅
田
の
渡
し
を
通
っ
て
い
た
が
、
も
う
一
方
で
は
、
先
の
『
新
編
武
蔵

風
土
記
槁
』
の
記
載
の
よ
う
に
、
最
初
の
大
橋
の
架
け
ら
れ
た
位
置
よ
り
上
流
の
と
こ
ろ
を
裸
に
な

り
徒
歩
で
渡
る
渡
津
が
あ
り
「
渡
裸
川
の
渡
し
」
と
よ
ん
で
い
た
。

北
国
へ
の
道
す
じ
と
し
て
大
橋
を
架
け
る
と
、
奥
州
、
日
光
、
水
戸
三
街
道
の
江
戸
ロ
と
し
て
の

要
所
と
な
り
、
町
並
も
栄
え
、
橋
は
千
住
の
宿
を
南
北
に
結
ぶ
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。
三
十
余
藩

の
大
名
行
列
が
ゆ
き
か
う
東
北
へ
の
唯
一
の
大
橋
と
し
て
、
そ
の
利
用
を
発
揮
し
た
。

橋
名
は
単
に
「
大
橋
」
と
呼
ん
で
い
た
も
の
で
あ
る
が
、
下
流
に
両
国
橋
な
ど
長
大
の
橋
が
出
来

る
に
及
び
、
「
千
住
の
大
橋
」
と
か
「
干
住
大
橋
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
。
洪
水
に
よ
る
流
失
も

数
少
な
く
改
架
、
修
理
は
度
々
お
こ
な
わ
れ
て
来
た
が
、
江
戸
三
百
年
を
生
き
ぬ
い
て
き
た
と
い
え

る
。
明
治
十
八
年
七
月
の
大
洪
水
に
よ
る
流
失
後
、
再
び
木
橋
が
架
け
ら
れ
、
大
正
四
年
十
一
月
の

東
京
府
会
に
「
千
住
大
橋
架
換
に
関
す
る
建
議
案
」
が
提
出
さ
れ
、
通
行
の
激
し
さ
に
く
ら
べ
、
木

橋
が
腐
朽
し
危
険
が
あ
る
こ
と
、
木
橋
の
た
め
相
当
の
勾
配
で
、
車
馬
の
通
行
に
余
分
の
労
力
を
要

し
不
便
な
こ
と
、
｜
日
も
早
く
鉄
橋
に
し
て
欲
し
い
と
い
う
こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、

結
局
関
東
大
震
災
後
の
東
京
府
の
都
市
計
画
を
ま
っ
て
、
鉄
橋
に
架
替
え
ら
れ
た
。

現
橋
は
二
橋
あ
り
、
現
旧
橋
は
昭
和
２
年
完
成
し
た
長
さ
叩
、
、
幅
岬
ｍ
の
単
径
間
の
ブ
レ
ー
ス

ト
リ
ブ
・
タ
イ
ド
ア
ー
チ
橋
で
、
白
鬚
橋
と
の
違
い
で
い
え
ば
、
ア
ー
チ
の
突
桁
部
の
な
い
こ
と
で
、

共
に
ア
ー
チ
部
分
が
ト
ラ
ス
で
組
ま
れ
た
ア
ー
チ
橋
で
あ
る
。
す
っ
き
り
と
し
た
愛
ら
し
い
名
橋
と

い
え
る
。
千
住
大
橋
は
日
光
街
道
（
国
道
４
号
線
）
に
あ
る
た
め
交
通
量
が
増
大
し
、
昭
和
紀
年
下
流

側
に
、
新
橋
で
あ
る
三
径
間
連
続
桁
橋
を
増
設
し
、
上
り
下
り
の
車
線
を
分
け
て
い
る
。

上
流
側
の
ラ
ン
ガ
ー
形
式
の
水
道
管
と
高
速
道
路
の
よ
う
な
新
橋
に
よ
っ
て
、
す
っ
か
り
旧
橋
の

景
観
を
台
な
し
に
し
て
し
ま
っ
た
。

千
住
大
橋

せ

ん

じ

ゆ

お

お

は

し

’
5－－

F三一ﾏｰｰ呼弓丁一一＝一言~三一一一~一一一＝＝マー

瑚

68



~~

’

4ヤ

ヘ

昭
和
２
年
７
月
３
日

~

壷

鋤
況
牟
を
大
輪
鯏
踏

鋤『ぃ
～

篭
霧

1J

一
瘤

4

~『が

蔓
r＝一‐
ー

蟻 トー

'ず

昭
和
２
年
翅
月
吃
日
開
通

』

鞠
一・■

‘L壱参噸
世

二

股

卜

１

Ａ
画

鶏
Ｌ

可

且

日

§

‐

１

Ｊ

Ｊ

１ 裂

1

膨勘 A
~

I
b

~

昭
和
５
年
頃

69

_』~~



昭
和
妃
年
７
月

~

９
－
~

~~~~~~ ~~~~ ~ ~

平
成
３
年

［
～

、

←

リ 、

鰯、、0

－

一ごb8テーーー －， －－－－6画

調
静窯
言四画

■ご

鱈’

亀塵匙千住大橿

三b ・PI O宮
L塁

‐
畳
一
一

ト■
川’

｝
ぬ
■ 源I

一
瞬
朧

！

咽
曲

り

ｑ

凸

０
１
７
秘聯i職I

1

平
成
５
年
３
月

。

汽皐篁舅
.＝電
一■■■

I 一

＝

、 －

7〃



｜

’本
橋
は
昭
和
９
年
３
月
、
震
災

後
の
復
興
都
市
計
画
事
業
と
し
て

架
設
さ
れ
た
。

こ
の
附
近
は
明
治
初
年
頃
よ
り
、

御
竹
の
渡
し
（
御
茶
屋
の
渡
し
）
が

あ
り
、
千
住
・
西
新
井
へ
の
渡
船

場
と
し
て
栄
え
て
き
た
と
こ
ろ
で

あ
る
。
橋
名
は
そ
の
渡
し
か
ら
引

継
い
だ
も
の
で
、
も
と
は
茶
屋
の

看
板
娘
の
名
で
も
あ
ろ
う
か
と
も

思
わ
れ
る
。
長
さ
唖
ｍ
、
幅
肥
ｍ

の
当
時
と
し
て
は
、
最
新
の
５
径

間
突
桁
式
上
路
鋼
板
桁
橋
、
い
わ

ゆ
る
橋
桁
の
４
つ
と
多
い
ゲ
ル

バ
ー
桁
橋
で
あ
っ
た
。
太
平
洋
戦

争
中
、
金
属
類
の
回
収
に
あ
い
、

高
欄
が
撤
去
さ
れ
る
よ
う
な
蔓
目

に
も
あ
っ
て
い
る
。
昭
和
翠
年
・

記
年
と
補
修
~
改
修
さ
れ
た
が
、

交
通
量
の
増
大
に
と
も
な
い
、
平

成
４
年
３
径
間
鋼
□
ｌ
ゼ
橋
に
改

架
さ
れ
た
。
隅
田
川
に
架
る
最
初

の
□
ｌ
ゼ
橋
は
、
昭
和
朗
年
の
水

神
大
橋
の
二
ｌ
ル
セ
ン
・
□
ｌ
ゼ

橋
に
、
ア
ー
チ
の
ケ
ー
ブ
ル
が
斜

め
張
り
で
あ
っ
た
が
、
□
ｌ
ゼ
橋

は
垂
直
張
り
の
違
い
だ
け
で
あ
る
。

お

た

け

ば

し

尾

竹

橋

1覇 ！
◆

川

~1

一
一
・

l 1 昭
和
弱
年
頃

ー

・・・ ．~‐ー－－－
－1百 G

石-丁一一~ ゞ
_ －．－－ ｡ 口--.. -一一勺弓 込一 △ 一一．一一一一

車

（
缶

甲

-I
◆●｡｡｡ p●■｡●●ゆ◆●毎■

‐
●

■

ｰ ー一一 辻

一

~

＝再宴
Lt h一一凸‘』 △

昭
和
訓
年
代
（
４
本
煙
突
か
ら
）

〃

● 夢島.＝
●
●

＝

邑

円

●申｡●◆●● ■

■

｡

U~

しrシ
ワ 夕

1 Ⅱ

。

｡墨
一亭

－
１

『

奄町劇
B

a

ー

刀 二

型

ﾌノ

_』一

一 －－－－ － －‐－－ 一 一一



一

、
ｚ

）

・

Ｌ

凸

早

‘~一言＝I
主点二二＝塗'画

‐

熟
潅
索
鴎
唖

ごひ

F 一＝

宙

認
屈
垂
唾

ま
画
一

’
回
、

畷蝋塑
一
一
一 雷…号

一～ ~~ ~~~~ 一一一

ｰ

~

､

弓;T

l|殿 －
－

国一“－－－ ■_ .__■阜一

ー●~

平
成
５
年
３
月

匡正乏号dｰ

一

ヨー

平
成
５
年
３
月

』

逗引

鱈
唖
~
画
室

弓二t7W

鄙一

3
刺

口

別

Ⅵ

＃ 感
融↓よ

唖
塑
一

型
島国 11‘n壷窯 函両雪瞳

』

~

砂ロ

礪這霊苓
一

匹 散 ■ ■ 藍h ■ I■

． ÷" 財一・■卜

ｰ~
ー

望塁ご典｡ ~
~
~
~
~
~
~
~
~
~~～誕卑一旬＝

譽
屯 ●

ー

の

弓 ・

司曹"三
一一● －今

一一一

雲篝
ご‐ ←．．

ー』

~

~

平
成
５
年
３
月

ー＝＝言一一一

七

号
恵
一

一

~

＝＝＝
ー ~

~~

量弐一．＝

一

一

面ゞ
幸
奎 一一

一

一

口一 ←令
一

~

一一こ ←や－一一一一一■－ － 一ｰ一一一一一一一口一■I■■

－7
／＝

ご



~~ ~ ~ ~~~~~ ~~

’
’

本
橋
は
荒
川
区
東
尾
久
と
定
立

区
小
台
を
結
ぶ
熊
の
前
通
り
（
都

道
放
射
八
号
線
）
に
あ
り
、
か
つ

て
は
熊
野
の
渡
し
（
尾
久
の
渡
し
）

が
、
上
尾
久
熊
野
前
よ
り
江
北
村

へ
通
じ
て
い
た
。

熊
野
前
の
交
差
点
か
ら
陸
橋
化

し
て
続
く
高
速
道
路
の
よ
う
な
橋

で
あ
る
が
、
昭
和
妃
年
に
は
幅

胞
、
と
し
て
ま
ず
完
成
し
た
。
そ

し
て
、
弘
年
下
流
側
に
複
線
化
し

て
幅
が
拡
張
さ
れ
、
副
ｍ
の
橋
幅

と
な
っ
た
。
橋
の
長
さ
は
全
体
で

棚
ｍ
で
あ
る
が
、
隅
田
川
の
部
分

で
は
刑
ｍ
で
あ
る
。
橋
の
型
式
は
、

３
径
間
連
続
鋼
床
板
箱
桁
橋
で
あ

る
。
橋
名
は
尾
久
の
渡
し
を
引
継

い
で
い
る
が
、
尾
久
と
は
豊
島
郡

の
奥
と
い
う
意
味
の
言
葉
が
転
化

し
た
も
の
と
伝
え
て
い
る
。
か
つ

て
は
こ
の
辺
ま
で
白
魚
が
採
れ
、

尾
久
の
原
は
桜
草
の
名
所
と
し
て

き
こ
え
て
い
た
。

こ
の
橋
の
延
長
と
し
て
、
荒
川

（
放
水
路
）
に
一
扇
大
橋
が
昭
和
印
年

に
架
設
さ
れ
て
い
る
。

お

ぐ

ば

し

尾

久

橋
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小
台
附
近
は
江
戸
時
代
よ
り
小

台
の
渡
し
と
し
て
、
江
北
．
西
新

井
へ
の
渡
船
場
と
し
て
賑
わ
っ
て

き
た
。
明
治
か
ら
昭
和
へ
と
ま
す

ま
す
往
来
も
多
く
な
り
、
渡
船
に

よ
る
交
通
の
不
便
を
解
消
す
る
た

め
、
都
市
計
画
事
業
の
一
環
と
し

て
、
昭
和
６
年
６
月
着
工
さ
れ
、

昭
和
８
年
８
月
開
通
し
た
も
の
で

あ
る
。

橋
の
型
は
い
わ
ゆ
る
ゲ
ル
バ
ー

型
で
、
３
径
間
突
桁
鋼
板
桁
橋
で

あ
っ
た
。
長
さ
唖
ｍ
、
幅
澗
ｍ
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
調
年
に
歩
道
を

拡
張
し
、
幅
は
叩
ｍ
と
な
っ
て
い

た
。
橋
名
は
小
台
の
渡
し
を
引
継

い
だ
も
の
で
あ
る
が
、
沿
岸
附
近

が
他
よ
り
少
し
台
地
に
な
っ
て
い

た
と
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
地
名
が

起
っ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
交
通
量
の
増
大
と
橋

の
老
朽
化
も
進
み
、
平
成
４
年
水

神
大
橋
と
同
じ
型
式
の
単
径
間
鋼

二
Ｉ
ル
セ
ン
・
口
Ｉ
ゼ
橋
に
改
架

さ
れ
た
。
長
さ
は
岬
、
、
幅
剛
ｍ

と
な
っ
た
。
軽
快
な
さ
っ
ぱ
り
し

た
橋
と
い
え
る
。

剛 《ぉ

台

橋

だ
い

ば
し
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~~

こ
の
橋
名
は
、
江
戸
期
の
豊
島

村
に
ち
な
む
も
の
で
あ
る
が
、
こ

こ
に
は
豊
島
の
渡
し
（
六
阿
弥
陀

の
渡
し
）
が
古
く
か
ら
あ
っ
た
。

以
前
の
日
産
化
学
王
子
工
場
（
現

豊
島
５
丁
目
団
地
）
の
塀
に
沿
っ

て
、
現
在
の
橋
よ
り
川
ｍ
ぐ
ら
い

上
流
に
あ
っ
て
、
隅
田
川
が
大
き

く
蛇
行
す
る
「
天
狗
の
鼻
」
と
い

わ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

最
初
の
橋
は
大
正
吃
年
（
又
は

叫
年
）
に
完
成
し
て
い
る
が
、
長

さ
畑
、
、
幅
６
ｍ
の
鋼
桁
鋼
橋

（
｜
部
木
造
か
）
で
、
荒
川
放
水
路

に
大
正
旧
年
４
月
竣
工
し
た
江
北

橋
（
旧
橋
）
に
つ
な
が
り
、
王
子
~

草
加
線
道
路
と
し
て
重
要
な
意
味

を
も
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
老
朽
化
・
橋
脚
の
沈

化
~
床
面
の
損
傷
な
ど
の
た
め
使

用
が
困
難
と
な
り
、
昭
和
記
年
２

月
下
流
の
現
在
地
に
、
３
径
間
ゲ

ル
バ
ー
格
子
鋼
桁
橋
と
し
て
架
設

さ
れ
た
。
長
さ
Ⅷ
ｍ
、
幅
巧
ｍ
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
現
在
ま
た
高

欄
・
灯
柱
等
全
体
的
な
改
修
が
お

こ
な
わ
れ
て
い
る
。

豊

島

橋

し

」

Ｉ

）

士

《

ば
し

~ ~ ~
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こ
こ
に
橋
が
架
け
ら
れ
る
前
に

は
、
野
新
田
の
渡
し
が
あ
っ
た
。

新
編
武
蔵
風
土
記
槁
に
は
「
川
幅

五
十
間
、
士
人
耕
作
の
た
め
設
け

し
舟
渡
一
ケ
所
あ
り
、
小
名
野
新

田
に
あ
る
を
以
て
、
野
新
田
の
渡

と
云
え
り
」
と
み
え
る
。

０

昭
和
旧
年
３
月
、
長
さ
脚
、
、

幅
６
ｍ
の
木
橋
が
架
け
ら
れ
、
野

新
田
地
区
の
発
展
に
寄
与
し
、
同

地
域
の
工
場
化
を
推
進
し
た
。
し

か
し
、
交
通
量
の
増
大
に
と
も
な

い
、
重
量
に
た
え
ら
れ
ず
、
昭
和

釧
年
７
月
鋼
鉄
桁
橋
の
か
け
か
え

に
着
手
し
、
記
年
４
月
に
竣
工
し

た
。
長
さ
川
、
、
幅
９
ｍ
、
５
径

間
連
続
鋼
板
桁
橋
で
あ
る
。
橋
脚

の
多
い
、
橋
脚
も
水
面
か
ら
杭
を

直
接
打
ち
込
む
工
法
の
も
の
で
、

ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
の
Ａ
の
文
字
の

駒
型
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
特
徴

が
あ
る
。

近
年
高
欄
・
灯
柱
・
路
面
・
橋

脚
等
の
改
修
や
化
粧
直
し
が
、
全

面
的
に
お
こ
な
わ
れ
、
明
る
い
橋

に
な
っ
て
い
る
。

新

田

橋

し

ん

で

ん

ば
し
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北
区
神
谷
と
足
立
区
新
田
を
結

ぶ
、
環
状
７
号
線
の
隅
田
川
を
横

断
す
る
橋
と
し
て
架
設
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。

昭
和
釦
年
代
の
末
ま
で
、
こ
こ

に
は
神
谷
の
渡
し
（
宮
堀
の
渡
し
）

が
あ
り
、
西
新
井
大
師
、
荒
川
堤

の
花
見
な
ど
に
利
用
さ
れ
て
い
た
。

昭
和
蛆
年
、
ま
ず
下
流
側
の
２

束
線
分
が
開
通
し
、
綱
年
（
蛇
）
上

流
側
も
拡
築
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

３
径
間
ゲ
ル
バ
ー
鋼
板
桁
橋
で
あ

る
。
長
さ
脇
、
、
幅
旧
ｍ
で
、
荒

４

川
（
放
水
路
）
の
鹿
浜
槁
へ
と
続
く

高
速
道
路
の
よ
う
な
橋
で
あ
る
。

東
京
都
の
上
水
道
整
備
計
画
に
も

基
づ
い
て
、
水
道
橋
と
併
用
に

な
っ
て
い
る
。

神
谷
橋
の
名
は
、
西
岸
北
本
通

り
の
神
谷
堀
を
横
断
す
る
橋
名
で

あ
っ
た
が
、
堀
の
埋
立
て
で
廃
橋

に
な
り
、
新
神
谷
橋
と
し
て
受
け

継
が
れ
た
と
も
い
え
る
。

新
神
谷
橋

し

ん

か

み

や

ば
し
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寛
文
７
耐
）

寛
文
６
（
唾

寛
衛
妬
圃
）

寛
永
蛆
（
脚
）

治
承
４
（
⑭

文
禄
３
凧
）

寛
永
２
（
唖

寛
永
６
（
“

元
禄
３
（
唖

元
禄
６
（
哩

正
保
２
（
唾

正
保
４
（
唖

万
治
２
（
唖

承
和
２
（
唖

天
和
１
（
唾 隅

田
川
橋
梁
年
表

大
政
官
符
に
「
武
蔵
下
総
両
国
堺
住
田
河
四
艘
。
元
二
艘
今
加
二
艘
。

右
河
等
崖
岸
広
遠
、
不
得
造
橋
、
価
増
件
船
。
…
」

源
頼
朝
、
隅
田
川
（
橋
場
）
に
浮
橋
（
舟
橋
）
を
架
け
て
渡
る
と
伝
う
。

９
月
千
住
大
橋
創
架
。

利
根
川
へ
の
瀬
替
の
た
め
赤
堀
川
の
開
削
が
始
ま
る
。

伊
奈
忠
治
に
よ
り
、
荒
川
の
流
路
切
替
え
工
事
が
行
わ
れ
る
。
こ
れ

に
よ
り
在
来
の
荒
川
幹
流
は
〈
元
荒
川
〉
と
な
る
。

小
島
庄
左
衛
門
が
関
東
郡
代
、
伊
奈
忠
次
の
命
に
よ
り
江
戸
川
改
修

工
事
に
従
事
、
江
戸
へ
の
水
運
開
発
の
こ
と
に
当
た
る
。

第
３
次
利
根
川
改
修
工
事
…
権
現
堂
川
、
逆
川
な
ど
の
開
削
に
よ
り
、

江
戸
川
の
流
水
量
が
増
し
、
江
戸
へ
の
舟
運
の
便
が
よ
く
な
る
。

佃
島
の
渡
船
は
じ
ま
る
。

新
河
岸
川
の
舟
運
が
開
か
れ
る
。

廻
月
両
国
橋
が
竣
工
す
る
。
（
創
架
）

◇
本
所
開
発
の
本
格
化
（
竪
川
、
横
川
、
本
所
上
水
な
ど
の
開
削
工

事

、

開

始

）

３
月
千
住
大
橋
の
改
築
工
事
着
工
。

５
月
３
日
隅
田
川
氾
濫
、
水
害
、
両
国
橋
は
杭
柱
を
流
さ
れ
る
。

２
月
本
所
中
ノ
郷
竹
町
の
次
郎
左
衛
門
が
渡
船
請
負
の
許
可
を
得

て
、
前
請
負
人
廃
業
い
ら
い
途
絶
え
て
い
た
《
竹
町
の
渡
し
》

を

再

開

す

る

。

ｎ
月
矢
の
倉
か
ら
本
所
一
つ
目
の
橋
ぎ
わ
に
か
け
て
両
国
橋
の
仮

橋

を

か

け

る

。

２
月
御
厩
河
岸
の
渡
し
が
定
渡
船
場
と
し
て
許
可
さ
れ
る
。

７
月
隅
田
川
に
新
橋
架
設
（
新
大
橋
）
の
た
め
、
水
戸
藩
主
徳
川
綱

條
の
《
浜
屋
敷
》
（
中
央
区
）
を
収
公
、
本
所
小
梅
村
に
替
地
を

与

え

る

。

吃
月
新
大
橋
が
架
か
る
。
（
創
架
）

延
享
１
（
伽
）

寛
保
３
（
脚
）

寛
保
１
価
）

享
保
皿
（
脚
）

享
保
喝
（
剛
）

享
保
Ⅳ
（
”
）

享
保
四
（
脚
）

元
文
１
（
剛
）

元
文
５
（
剛
）

享
保
唱
（
剛
）

享
保
５
（
卿
）

享
保
皿
（
剛
）

正
徳
７
師
）

享
保
４
凧
）

元
禄
Ⅱ
（
唖

元
禄
蝿
（
⑩

宝
永
７
（
、
）

元
禄
９
凧
）

９
月
両
国
橋
改
架
完
成
ｃ
橋
際
に
橋
の
保
全
に
関
す
る
高
札
が
戒

て

ら

れ

る

。

８
月
永
代
橋
が
架
か
る
。
（
創
坐

加
月
両
国
橋
が
破
損
の
た
め
通
行
止
め
と
な
る
。

岨
月
両
国
橋
が
修
理
の
た
め
通
行
止
め
と
な
り
、
そ
の
間
、
渡
船

と

な

る

。

吃
月
両
国
橋
改
修
工
事
完
了

１
月
利
根
川
、
荒
川
改
修
工
事
。
（
７
月
完
成
）

８
月
永
代
橋
改
架
完
成

９
月
新
人
橋
改
築
完
成
。
町
奉
行
所
管
と
な
る
。

６
月
両
国
橋
が
改
橋
の
た
め
渡
船
と
な
る
…
如
月
完
成

５
月
深
川
の
町
民
に
よ
る
、
水
代
橋
の
橋
銭
徴
収
す
る
件
の
出
願
を

許

可

。

７
月
永
代
橋
修
理
の
た
め
、
当
分
渡
船
と
な
る
。

加
月
両
国
橋
の
仮
橋
架
る
。
本
工
事
は
蛎
両
で
落
札
、
直
ち
に
着

工

。

３
月
両
国
橋
、
新
大
橋
修
復
工
事
完
了
。
永
代
橋
は
翌
月
完
了
。

６
月
両
国
橋
修
理
工
事
。

８
月
両
国
橋
、
新
大
橋
以
外
の
橋
の
修
理
、
改
架
を
入
札
制
と
す
る
。

６
月
Ⅳ
日
大
雨
両
国
橋
仮
橋
が
流
失
…
（
８
月
再
度
）

８
月
永
代
橋
の
橋
銭
徴
収
を
再
度
許
可
。

３
月
伝
奏
・
大
納
言
葉
村
頼
胤
、
同
大
納
言
冷
泉
為
久
が
幕
府
の

招
待
に
よ
り
隅
田
川
遊
覧
。

新
大
橋
朽
損
修
理
工
事
は
白
子
屋
勘
七
と
、
東
湊
町
菱
木
屋
喜
兵
衞

両
人
が
蝿
両
で
落
札
、
翌
月
着
工
す
る
。

３
月
新
大
橋
修
理
。

５
月
両
国
橋
そ
の
他
の
橋
を
水
災
か
ら
守
る
た
め
の
大
船
《
鯨

船
》
２
艘
を
常
置
す
る
御
船
蔵
を
本
所
竪
川
石
置
場
続
に
設
け

る

。

７
月
新
大
橋
の
管
理
を
付
近
の
深
川
各
町
に
引
き
渡
す
。
こ
の
こ

と
か
ら
高
橋
付
近
に
住
む
船
頭
た
ち
は
両
国
橋
に
《
水
防
助
役

船
》
を
出
す
こ
と
に
な
る
。
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文
化
７
（
哩

文
政
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（
剛
）

天
明
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（
岬
）

天
明
６
（
Ⅷ
）

寛
政
２
（
凹

寛
政
５
（
哩

寛
政
９
（
唖

文
化
４
（
皿

文
化
６
（
砂

天安
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へ~

1781 1780
ーー

安
永
３
（
、
）

明
和
３
（
⑩

明
和
６
（
幽

安
永
１
（
”
）

宝
暦
５
（
唖

宝
暦
９
（
型

延
享
３
（
凹

延
享
２
（
唖

ｎ
月
吃
日
夜
、
暴
風
雨
、
停
泊
中
の
廻
船
が
永
代
橋
に
衝
突
し
て

橋
破
損
、
前
例
に
よ
り
廻
船
問
屋
に
そ
の
修
復
を
命
ず
る
。

８
月
永
代
橋
の
橋
銭
を
今
後
、
年
間
に
わ
た
っ
て
徴
収
す
る
こ
と

を

許

可

す

る

。

吃
月
両
国
橋
が
修
復
さ
れ
る
。

６
月
両
国
橋
改
修
中
の
渡
船
に
よ
る
往
来
人
数
の
調
査
を
行
う
。

明
六
シ
よ
り
暮
六
ッ
ま
で
の
間
、
総
人
数
２
万
加
入
。

内
武
士
１
万
３
人
、
町
人
１
万
邸
人
。
外
に
武
士
駕
篭
蛇
挺
、

町
辻
駕
篭
妬
挺
、
鞍
置
馬
師
疋
、
駄
賃
馬
剛
疋
。

６
月
調
日
連
日
豪
雨
、
隅
田
川
増
水
：
千
住
大
橋
流
失
。

３
月
佃
島
の
渡
船
が
転
覆
、
死
者
鋤
余
人
を
出
す
。

加
月
千
住
大
橋
が
大
破
し
た
の
で
千
住
宿
に
自
普
請
を
命
じ
、
今

後
加
年
間
、
武
家
出
家
社
人
医
師
を
除
く
他
か
ら
渡
船
料
を
取

立

て

る

こ

と

と

す

る

。

３
月
浅
草
の
町
人
が
、
浅
草
花
川
戸
、
本
所
中
の
郷
間
に
橋
を
架

け

る

事

を

出

願

。

皿
月
大
川
橋
（
吾
妻
橋
）
成
る
。
（
創
架
）

両
国
橋
修
復
な
る
。

廻
月
永
代
橋
改
架
工
事
の
費
用
と
し
て
、
加
年
間
、
渡
船
２
銭
徴

収

の

件

、

許

可

。

千
住
大
橋
が
現
在
の
位
置
に
架
け
ら
れ
る
。

８
月
両
国
橋
の
仮
橋
架
か
る
。
永
代
橋
仮
橋
が
架
か
つ
た
の
は
蛇
月
。

加
月
永
代
橋
改
築
工
事
に
よ
り
渡
船
と
な
る
。
竣
工
は
哩
月
。

廻
月
千
住
大
橋
改
架
工
事
、
竣
工
。

４
月
両
国
橋
改
架
工
事
、
竣
工
。

８
月
永
代
橋
が
墜
落
、
多
く
の
死
者
を
出
す
。

２
月
永
代
橋
・
新
大
橋
・
大
川
橋
を
菱
垣
廻
船
仲
間
の
引
受
け
と

し

て

橋

銭

を

止

め

る

。

◇
赤
堀
川
の
開
削
工
事
が
完
成
し
て
利
根
川
の
河
道
は
ほ
ぼ
現
在
の

も
の
に
近
く
な
り
、
ま
た
、
権
現
堂
川
の
水
量
は
減
少
す
る
。

３
月
千
住
大
橋
、
改
架
な
る
。

６
月
菱
垣
廻
船
問
屋
仲
間
頭
取
杉
本
茂
十
郎
が
失
脚
、
三
橋
修
理

安
政
５
（
唖

文
政
８
（
唾

文
政
皿
（
慨
）

嘉
永
１
（
慨
）

一
漏
水
２
（
脚
）

杢
暴
水
５
（
岬
）

安

政

２

（

唖

弘
化
４
（
唖

文
政
６
〈
畦

弘
化
３
（
唖

天
保
皿
（
⑭

天
保
喝
（
鯉

天
保
皿
（
哩

弘
化
１
（
哩

弘
化
２
（
唖

文
政
血
（
鯉

天
保
５
（
脚
）

天
保
７
（
卿
）

天
保
８
（
卿
）

天
保
９
（
唖

文
政
７
（
哩

請
負
を
免
除
、
三
橋
会
所
は
解
散
と
な
る
§

６
月
幻
日
Ｉ
型
日
江
戸
近
郊
出
水
。
新
人
橋
「
半
ば
く
ぼ
む
」
、

大

川

橋

破

損

廻
月
両
国
橋
修
復
工
事
、
成
る
。

５
月
新
大
橋
修
復
工
事
、
成
る
。

哩
月
永
代
橋
改
架
工
事
、
成
る
。

大
川
橋
宝
Ⅱ
妻
橋
）
改
架
工
事
、
成
る
。

７
月
２
日
連
日
豪
雨
、
隅
田
川
増
水
。
両
国
橋
小
破

８
月
２
日
豪
雨
。
新
大
橋
破
損
。

８
月
３
日
豪
雨
出
水
ｃ
両
国
橋
・
新
人
橋
の
芥
留
杭
流
災
ゞ

８
月
７
日
連
日
降
雨
、
隅
田
川
増
水
、
漂
流
船
に
よ
り
両
国
橋
、
損
傷
．

８
月
１
日
暴
風
雨
、
出
水
、
両
国
橋
破
損
。

９
月
哩
日
隅
田
川
増
水
、
両
国
橋
小
破
、
飢
鯉
深
刻
化
。

６
月
肥
日
連
日
降
雨
、
隅
田
川
増
水
、
両
国
橋
破
損
弱
Ｈ
改
架

工

事

着

工

）

。

６
月
型
日
Ｉ
弱
日
連
日
風
雨
、
隅
田
川
増
水
５
尺
、
両
国
橋
小
破

７
月
大
川
橋
宝
、
妻
橋
）
改
架
工
事
成
る
ｃ

閏
９
月
２
日
、
暴
風
雨
、
出
水
、
両
国
橋
損
傷
《
~

８月７日連日降雨、隅田川出水、両国橋損傷永代橋改架工事、成る。

７
月
粥
日
暴
風
雨
、
隅
田
川
増
水
各
所
出
水
、
両
国
橋
小
破
。

９
月
２
日
先
月
ら
い
風
雨
、
隅
田
川
増
水
、
両
国
橋
小
破
＄

吃
月
両
国
橋
修
理
を
命
じ
、
更
に
火
川
橋
、
新
人
橋
・
永
代
橋
な

ど

３

橋

に

も

及

ぶ

。

４
月
両
国
橋
修
復
工
事
、
成
る
。

永
代
橋
、
仮
橋
の
往
来
が
始
ま
る
《
）
（
修
復
完
成
哩
月
Ⅱ
Ｈ
｝

２
月
両
国
橋
、
火
川
橋
そ
れ
ぞ
れ
小
修
理
を
行
う

３
月
新
人
橋
改
架
工
事
、
成
る
。

８
月
皿
日
暴
風
雨
、
大
船
が
漂
流
し
て
永
代
橋
、
損
傷

８
月
弱
日
暴
風
雨
永
代
橋
・
新
人
橋
破
蝿

ｎ
月
両
国
橋
改
架
工
事
、
成
る
：

５
月
永
代
橋
改
架
工
事
、
成
る
。
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安
政
６
（
鯉

明
治
３
（
咽

明明
治治
1511
ヘヘ

1882 1878
……

明
治
９
（
唖

明
治
８
（
唖

明
治
７
（
唾

明
治
６
（
唖

明
治
５
腕
）

明
治
４
耐
）

２
月
大
川
橋
改
架
工
事
、
着
手
。
豆
月
竣
工
）

４
月
御
厩
河
岸
の
渡
し
、
中
ノ
郷
竹
町
の
渡
し
運
賃
を
６
文
か
ら

妬

文

に

増

額

。

９
月
暴
風
雨
で
隅
田
川
出
水

永

代

橋

大

破

、

新

大

橋

小

破

。

９
月
７
日
暴
風
雨
永
代
橋
流
出
。

深
川
の
地
主
西
村
七
右
衛
門
、
自
費
を
も
っ
て
仮
橋
を
架
け
、

渡
橋
代
１
人
妬
文
を
と
る
こ
と
を
出
願
し
て
許
可
さ
る
◎

９
月
帯
刀
者
に
認
め
ら
れ
て
い
た
渡
船
賃
無
料
の
特
権
廃
止
。

３
月
深
川
の
青
木
安
兵
衛
清
住
町
ｌ
中
洲
の
渡
船
営
業
を
出
願

許

可

。

４
月
永
代
橋
の
橋
銭
徴
収
停
止
。
〈
修
理
は
営
業
と
す
る
）

６
月
４
大
橋
の
車
通
行
止
は
次
々
に
解
除
両
国
橋
は
人
力
車
は

通

行

可

。

皿
月
４
大
橋
の
馬
車
・
荷
車
通
行
許
可
、
（
永
代
橋
は
仮
橋
の
間

停

止

）

２
月
中
洲
渡
船
開
業
、
浜
町
川
口
橋
ｌ
清
洲
町
上
の
橋
際
１
人

６

文

４
月
浜
町
１
丁
目
ｌ
深
川
安
宅
町
の
渡
船
許
可
。

５
月
隅
田
川
４
大
橋
は
じ
め
府
内
の
橋
番
人
廃
止
。

８
月
永
代
橋
馬
車
通
行
許
可
。

３
月
永
代
橋
改
架
。
（
洋
式
木
橋
）

４
月
吾
妻
橋
修
理
工
事
完
了
。

９
月
厩
橋
創
架
工
事
成
り
翌
月
６
日
開
通
式
。

哩
月
新
大
橋
修
理
工
事
完
了
。

８
月
戸
田
の
渡
し
に
民
間
人
に
よ
る
木
橋
（
有
料
）
架
設
ｃ

皿
月
両
国
橋
改
架
。
（
工
事
は
八
丁
堀
の
大
工
栖
原
源
七
の
請
負

い

洋

式

木

橋

）

３
月
枕
橋
の
渡
船
（
山
の
宿
の
渡
し
）
許
可
。
翌
月
開
業
。

６
月
大
川
橋
（
吾
妻
橋
）
改
架
竣
工
。
（
洋
式
木
橋
）

３
月
隅
田
川
に
吊
橋
架
設
を
企
画
す
る
が
実
現
せ
ず
。

６
月
佃
島
と
深
川
越
中
島
と
の
間
に
渡
船
開
通
。

明
治
謎
（
理

明
治
調
（
叩
）

明
治
師
（
棚
）

大
正
１
〈
皿
）

大
正
２
（
咄
）

大
正
３
（
皿
）

大
正
皿
（
卿
）

大
正
昭
（
慨
）

昭
和
１
（
卿
）

（

大

正

妬

）

明
治
別
（
唖

明
治
詔
（
卿
）

明
治
恥
（
唾

明
治
釦
（
剛
）

昭昭
和和
6 4
へへ

1931 1929
ーー

明
治
喝
厩
）

昭
和
３
（
唖

昭
和
２
（
哩

『

Ｍ

ノ

》

４
月
新
大
橋
改
架
工
事
完
了
（
洋
式
木
橋
長
ざ
側
間
幅
４
画

７
月
洪
水
の
た
め
千
住
大
橋
・
濟
妻
橋
流
失
。

９
月
厩
橋
修
復
工
事
完
了

ｎ
月
千
住
大
橋
改
架
（
木
橋
）
・

吃
月
吾
妻
橋
鉄
橋
に
改
架
。

こ
の
年
汐
入
の
渡
し
認
可
。

５
月
９
日
厩
橋
鉄
橋
改
架
工
事
成
る

８
月
両
国
川
開
き
の
群
衆
に
よ
っ
て
両
国
橋
欄
干
が
こ
わ
れ
墜
落

水

死

事

故

起

る

。

ｎ
月
永
代
橋
鉄
橋
に
改
架
成
る
。
（
鉄
製
ト
ラ
ス
型
長
さ
川
間
幅

妬

尺

｝

吃
月
月
烏
渡
船
が
東
京
市
の
運
営
と
な
り
渡
船
曳
船
で
班
料
化
。

３
月
相
生
橋
（
木
橋
）
架
る
。

ｎ
月
両
国
橋
鉄
橋
に
改
架
。

７
月
新
大
橋
鉄
橋
改
架
工
事
竣
工
。

ｎ
月
か
ち
ど
き
の
渡
し
汽
船
運
行
開
始
。

５
月
白
鑛
橋
木
橋
創
架
。
（
長
さ
獺
、
、
幅
剛
凹

豊
島
橋
架
設
き
る
。
（
創
架
）

白
詣
橋
が
東
京
府
に
移
管
さ
れ
通
行
料
廃
止
。

３
月
佃
島
渡
船
の
経
営
が
佃
島
々
民
よ
り
東
京
市
に
移
管
。
厄

月

改

元

）

皿
月
越
中
烏
・
月
島
を
結
ぶ
相
生
橋
改
架
竣
上
、
隅
田
川
レ
ハ
大
橋

の

先

駆

。

廻
月
東
洋
一
と
称
さ
れ
た
永
代
橋
改
架
。
加
日
開
通
。

３
月
佃
島
渡
船
、
無
料
。
「
佃
島
渡
船
」
石
碑
建
京
“

６
月
駒
形
橋
竣
工
。
妬
日
開
涌
豈
創
架
）
§

ｕ
月
蔵
前
橋
竣
工
。
〈
創
架
）
沁
日
開
通
ｃ

皿
月
千
住
大
橋
改
架
。
（
鉄
橋
）

２
月
言
間
橋
竣
工
。
（
創
架
）
加
日
開
通
。

３
月
清
洲
橋
竣
工
。
〈
創
架
）
晦
日
開
通
。

９
月
厩
橋
改
架
工
事
竣
工
＠
羽
日
開
通
。

６
月
吾
妻
橋
改
架
。
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昭
和
帥
（
唖

昭
和
55
ヘ

1980~
昭
和
媚
（
岨

昭
和
媚
（
哩

昭
和
蛆
（
哩

昭
和
副
（
唖

昭
和
別
（
⑩

昭
和
42
へ

1967
ー

昭
和
伽
（
唾

昭
和
狐
（
秘

昭
和
調
（
鰍
）

昭
和
調
（
蝿
）

昭
和
９
（
砂

昭
和
遍
く
凶

昭
和
恥
（
哩

昭
和
理
（
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昭
和
６
（
型

６
月
白
鬚
橋
改
架
（
鋼
橋
）
竣
工

８
月
白
鬚
橋
開
通
式
。

４
月
両
国
橋
改
架
工
事
竣
工
。

３
月
失
業
救
済
事
業
と
し
て
清
洲
橋
な
ど
に
橋
塗
り
か
え
工
事
。

５
月
築
地
１
月
島
の
可
動
橋
工
事
起
工
。

７
月
小
台
橋
竣
工
。
（
創
架
）

９
月
新
大
橋
畔
に
「
避
難
記
念
」
の
碑
建
立
。

３
月
尾
竹
橋
竣
工
。
（
創
架
）

６
月
皿
日
勝
閏
橋
竣
工
。
（
創
架
）

３
月
新
田
橋
架
設
（
木
橋
）
。

如
月
勝
閏
橋
上
を
都
電
通
る
。

２
月
新
田
橋
鉄
橋
に
架
設
。

豊
島
橋
旧
位
置
よ
り
川
、
下
流
に
改
架
。

ｎ
月
吾
妻
橋
補
強
工
事
開
始
。

８
月
佃
大
橋
創
架
、
佃
の
渡
し
廃
止
。

ｎ
月
吾
妻
橋
補
強
工
事
完
了
。

新
神
谷
橋
下
流
側
２
車
線
分
が
開
通
。

１
月
永
代
橋
補
修
工
事
。

新
神
谷
橋
上
流
側
２
車
線
分
が
開
通
。

３
月
永
代
橋
補
修
工
事
完
了
。

ｎ
月
首
都
高
速
６
号
線
工
事
の
た
め
、
墨
堤
の
東
大
、
一
橋
大
艇

庫

撤

去

５
月
尾
久
橋
竣
工
。

千
住
大
橋
下
流
側
に
新
橋
完
成
し
、
上
り
下
り
車
線
分
け
と
な
る
。

新
大
橋
撤
去
。

加
月
新
大
橋
竣
工
。

高
速
道
路
９
号
線
の
二
層
構
造
と
し
て
、
隅
田
川
大
橋
完
成
。

尾
久
橋
下
流
側
に
複
線
拡
張
さ
れ
る
。

皿
月
桜
橋
架
設
工
事
着
工
。

ｎ
月
釣
日
勝
閏
橋
の
開
橋
を
廃
止
す
る
。

相
生
小
橋
と
中
之
島
間
が
埋
立
て
ら
れ
、
陸
続
き
と
な
る
。

４
月
１
日
桜
橋
が
開
通
す
る
。

’ 平
成
５
（
鯉

平
成
３
（
哩

平
成
４
（
哩

昭
和
侭
（
鯉

八

参

考

文

献

Ｖ

l7 16 15 14 13 12 11 10 9 8 7 5 46 3 ‘フ 1ｰ 水
神
大
橋
が
ニ
ー
ル
セ
ン
・
ロ
ー
ゼ
橋
と
し
て
、
創
架
さ
れ
る
ゞ

（
西
詰
は
工
事
中
Ｉ
平
成
５
年
３
月
別
日
現
在
）

両
国
橋
補
修
工
事
開
始
。

尾
竹
橋
が
ロ
ー
ゼ
橋
に
改
架
。

小
台
橋
が
ニ
ー
ル
セ
ン
・
ロ
ー
ゼ
橋
に
改
架
。

新
田
橋
補
修
工
事
完
了
。

３
月
吾
妻
橋
補
修
工
事
完
了
ｃ

蔵
前
橋
補
修
工
事
完
了
。

豊
島
橋
補
修
工
事
中
。

言
間
橋
補
修
工
事
中
。

中
央
大
橋
創
架
工
事
中
（
今
年
中
竣
工
予
定
）
・

相
生
橋
ト
ラ
ス
橋
に
改
架
工
事
中
｛
平
成
７
年
竣
Ｌ
予
定
）
。

本
邦
道
路
橋
輯
覧
１
１
３
内
務
街
土
木
試
験
所
大
脇
１
昭
和
川
年

言
間
橋
製
作
完
成
記
念
横
河
愉
梁
製
作
所
昭
２
年

復
興
局
橋
梁
設
計
図
集
ｌ
～
３
、
ン
ビ
ル
社
州
３
～
４
年

厩
橘
改
築
工
事
写
真
帖
柴
原
組
昭
４
年

帝
都
復
興
史
２
復
興
調
査
協
会
昭
５
年

白
鑛
橘
工
事
記
念
写
真
帖
大
林
組
昭
６
年

白
索
橋
改
築
工
事
概
要
東
京
府
昭
６
年

東
京
市
史
稿
橋
梁
篇
１
．
２
東
京
市
役
所
昭
Ⅲ
～
側
年

中
央
区
の
文
化
財
３
橘
梁
中
央
区
教
育
委
其
会
昭
魂
年

東
京
の
橋
石
川
梯
二
新
人
物
往
来
社
昭
魂
年

北
区
の
橋
北
区
教
育
委
員
会
州
調
年

隅

田

川

烏
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名
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年
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島
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年
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秋
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康
信
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の
う
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岬
｛
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‐
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平
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年
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紙
数
の
関
係
か
ら
、
多
く
の
写
真
を
割
愛
せ

ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
ま
た
、
調
査
不
足
か
ら
、

各
橋
の
竣
工
・
開
通
を
、
統
一
し
て
明
ら
か
に

す
る
こ
と
が
出
来
な
か
っ
た
こ
と
を
お
詫
び
し

た
い
。

最
後
に
左
記
の
方
々
の
ご
協
力
に
よ
っ
て
、

こ
の
冊
子
が
出
来
た
こ
と
に
、
お
礼
を
申
し
あ

げ
る
。

東
京
都
建
設
局
道
路
管
理
部
保
全
課
橋
梁
保

全
係
、
荒
川
区
広
報
課
、
土
木
図
書
館
、
大
熊

精
造
、
小
泉
健
男
、
白
井
裕
、
藤
井
肇
男
氏
他
。

な
お
、
編
著
は
小
島
惟
孝
、
松
島
茂
が
担
当

し
た
。

お

わ

り

に
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大
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